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令和４年度 事業報告 

 

第１ 社会福祉事業（決算 P61） 

１ 地域福祉活動推進事業（決算 P72） 

（１）法人運営事業 

ア 組織運営事業 

（ア）事務局組織図（令和５年３月３１日） 

     

   ━━ 総 務 係 

   ━━ こすもす福祉作業所 

 ━━ 総  務  課 ━━ ━━ 希 望 の 家 

  ━━ ひ ば り 分 室 

    

事務局長 ━   ━━ 市 民 活 動 推 進 係 

 ━━ 地域福祉推進課 ━━   ━━ あきる野ボランティア・市民活動センター 

   ━━ 五日市事務所総合サービス係 

     

   ━━ 社 協 ケ ア セ ン タ ー 

 ━━ 生 活 支 援 課 ━━ ━━ 相 談 支 援 係 

   ━━ 五日市はつらつセンター  

     

（イ）会議の開催状況 

ａ 理事会 

第１回理事会（令和４年５月２７日（金） 秋川ふれあいセンター） 

議案番号 件         名 結 果 

議案第１号 
令和３年度事業報告・決算(計算書類及び財産目録)報告の承認 

について 
承 認 

議案第２号 令和４年度被表彰者の承認について 承 認 

議案第３号 
令和４年度社会福祉法人あきる野市社会福祉協議会補正予算（第

１号）について 
承 認 

議案第４号 
社会福祉法人あきる野市社会福祉協議会苦情解決に関する実施規

程に基づく第三者委員の委嘱について 
承 認 

議案第５号 役員賠償責任保険契約について 承 認 

議案第６号 令和４年度定時評議員会の招集事項について 承 認 

第２回理事会（令和４年６月１４日（水） 秋川ふれあいセンター） 

議 案 番 号 件         名 結 果 

議案第７号 社会福祉法人あきる野市社会福祉協議会副会長の選定について 選 定 

議案第８号 令和４年度被表彰者の承認について 承 認 
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第３回理事会（令和４年１０月１２日（火） 秋川ふれあいセンター） 

議 案 番 号 件         名 結 果 

議案第９号 
令和３年度社会福祉法人あきる野市社会福祉協議会補正予算（第

２号）について 
承 認 

議案第１０号 
社会福祉法人あきる野市社会福祉協議会評議員の推薦の提案

について 
承 認 

議案第１１号 
社会福祉法人あきる野市社会福祉協議会委員会委員の同意に

ついて 
承 認 

議案第１２号 令和４年度第２回評議員会の招集事項について 承 認 

第４回理事会（令和５年１月１９日（木） 秋川ふれあいセンター） 

議案番号 件         名 結 果 

議案第１３号 
社会福祉法人あきる野市社会福祉協議会職員の給与に関する規

程の一部を改正する規程について 
承 認 

議案第１４号 
社会福祉法人あきる野市社会福祉協議会再雇用職員就業規程の

一部を改正する規程について 
承 認 

議案第１５号 
社会福祉法人あきる野市社会福祉協議会臨時職員、嘱託職員及び

非常勤職員に関する規程の一部を改正する規程について 
承 認 

議案第１６号 
押印を求める手続の見直しに伴う関係規程の整備に関する規程

について 
承 認 

議案第１７号 
令和４年度社会福祉法人あきる野市社会福祉協議会補正予算（第

３号）について 
承 認 

議案第１８号 社会福祉法人あきる野市社会福祉協議会顧問の選任について 承 認 

議案第１９号 
社会福祉法人あきる野市社会福祉協議会評議員の推薦の提案に

ついて 
承 認 

議案第２０号 
社会福祉法人あきる野市社会福祉協議会評議員選任・解任委員会

の招集について 
承 認 

議案第２１号 令和４年度第３回評議員会の招集事項について 承 認 

第５回理事会（令和５年３月９日（木） 秋川ふれあいセンター） 

議案番号 件         名 結 果 

議案第２２号 
令和４年度社会福祉法人あきる野市社会福祉協議会補正予算（第

４号）について 
承 認 

議案第２３号 
社会福祉法人あきる野市社会福祉協議会委員会委員の同意につ

いて 
承 認 

議案第２４号 
社会福祉法人あきる野市社会福祉協議会令和５年度事業計画及

び予算について 
承 認 

議案第２５号 令和４年度第４回評議員会の招集事項について 承 認 
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ｂ 評議員会 

定時評議員会（令和４年６月１４日（火） 秋川ふれあいセンター） 

議 案 番 号 件         名 結 果 

議案第１号 
令和３年度事業報告・決算（計算書類及び財産目録）報告の承認

について 
承 認 

議案第２号 
令和４年度社会福祉法人あきる野市社会福祉協議会補正予算（第

１号）について 
承 認 

議案第３号 社会福祉法人あきる野市社会福祉協議会理事の選任について 承 認 

議案第４号 
社会福祉法人あきる野市社会福祉協議会苦情解決に関する実施

規程に基づく第三者委員の委嘱について 
承 認 

第２回評議員会（令和４年１０月２０日（木） 秋川ふれあいセンター） 

議案番号 件         名 結 果 

議案第５号 
令和４年度社会福祉法人あきる野市社会福祉協議会補正予算（第

２号）について 
同 意 

第３回評議員会（令和５年１月２７日（金） 秋川ふれあいセンター） 

議 案 番 号 件         名 結 果 

議案第６号 
令和４年度社会福祉法人あきる野市社会福祉協議会補正予算（第

３号）について 
承 認 

議案第７号 社会福祉法人あきる野市社会福祉協議会理事の選任について 選 任 

 第４回評議員会（令和５年３月１７日（金） 秋川ふれあいセンター） 

議 案 番 号 件         名 結 果 

議案第８号 
令和４年度社会福祉法人あきる野市社会福祉協議会補正予算（第

４号）について 
同 意 

議案第９号 
社会福祉法人あきる野市社会福祉協議会令和５年度事業計画及

び予算について 
承 認 

ｃ 三役会（秋川ふれあいセンター） 

区 分 実 施 日 内          容 

第１回 ５月２０日（金） 
① 理事会・評議員会提出議案について 

② 理事会・評議員会報告事項について 

第２回 １０月５日（水） 
① 理事会・評議員会提出議案について 

② 理事会・評議員会報告事項について 

第３回 
令和５年 

１月１２日（木） 

① 理事会・評議員会提出議案について 

② 理事会・評議員会報告事項について 

第４回 ３月２日（木） 
① 理事会・評議員会提出議案について 

② 理事会・評議員会報告事項について 
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ｄ 監 査（秋川ふれあいセンター） 

区 分 実 施 日 内          容 

内 部 

監 査 
５月１７日（火） 令和３年度事業報告及び決算監査 

ｅ 役員等選出委員会（秋川ふれあいセンター） 

区 分 提 案 日 内          容 結 果 

第１回 ６月３日（金） 理事候補者の選出について 承 認 

第２回 
令和５年 

１月１７日（火） 

① 顧問候補者の選出について 

② 理事候補者の選出について 
承 認 

ｆ 評議員選任・解任委員会 

第１回評議員選任・解任委員会（令和４年１０月１２日 秋川ふれあいセンター） 

議案番号 件         名 結 果 

議案第１号 社会福祉法人あきる野市社会福祉協議会評議員の選任について 承 認 

 第２回評議員選任・解任委員会（令和５年１月２５日 秋川ふれあいセンター） 

議案番号 件         名 結 果 

議案第２号 社会福祉法人あきる野市社会福祉協議会評議員の選任について 承 認 

ｇ 広報委員会（秋川ふれあいセンター） 

区 分 実 施 日 内          容 

第１回 ５月２７日（金） 
① 第１６８号の反省について 

② 第１７０号の発行について 

第２回 ７月２０日（水） 
① 第１７０号の反省について 

② 第１７１号の発行について 

第３回 ９月１５日（木） 
① 第１７１号の反省について 

② 第１７２号の発行について 

第４回 １１月１６日（水） 
① 第１７２号の反省について 

② 第１７３号の発行について 

第５回 
令和５年 

１月１６日（月） 

① 第１７３号の反省について 

② 第１７４号の発行について 

第６回 ３月１６日（木） 
① 第１７４号の反省について 

② 第１７５号の発行について 

ｈ 安全衛生委員会（秋川ふれあいセンター） 

区 分 実 施 日 内          容 

第１回 ４月１２日（火） 
報告事項 

① 労働災害について 

② 超過勤務について 

③ 有給休暇の取得状況について 

④ その他 

 

第２回 ４月２６日（火） 

第３回 ５月１３日（金） 
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第４回 ６月１７日（金） 
協議事項 

① インフルエンザ予防接種にかかる集団接種の実施につ

いて 

② 職場巡視について 

③ 職場環境の改善等について 

④ 安全衛生に関する相談・意見等に対する仕組みづくり

について 

その他・情報提供 

① 市の安全衛生委員会の取組について 

② 新型コロナウイルス感染症拡大防止について 

第５回 ７月 ５日（火） 

第６回 ９月 ６日（火） 

第７回 １０月１３日（木） 

第８回 １１月 ８日（火） 

第９回 １２月１３日（火） 

第１０回 
令和５年 

１月１２日（木） 

第１１回 
２月１０日（金） 

書面開催 

第１２回 ３月 ８日（水） 

ｉ 地域福祉活動推進委員会（秋川ふれあいセンター） 

区 分 実 施 日 内          容 

第１回 ７月４日（月） 

①正副委員長選出 

②地域福祉活動推進委員会所掌事業について 

③ボランティア・市民活動事業費助成金審査について 

第２回 
令和５年 

３月８日（水） 

①正副会長選出 

②ボランティア・市民活動事業費助成事業報告について 

③地域福祉活動推進委員会所掌事業進捗状況について 

④令和５年度地域福祉事業所掌事業計画（案）について 

（ウ）連絡・調整等 

区  分 実施日等 内        容 

町内会・自治会連合会 通 年 

社協事業（行事等）のお知らせと協力のお願い 

① 日赤社資 ② 社協会費 ③ 赤い羽根共同募金 

④ 歳末たすけあい・地域福祉募金 ⑤ ふれあい福祉

委員会 ⑥ 福祉バザー 

民生委員協議会 通 年 

社協事業（行事等）のお知らせと協力のお願い 

① 生活福祉資金 ② 成年後見推進事業 ③ 福祉 

バザー ④ 電話による傾聴ボランティア 

あきる野市社会福祉協議会の事業紹介 

東京都社協会長・事

務局長会 
通 年 

① 東社協部会・事務局長会・研究部会（集合又はオン

ライン）への出席 

② 東社協及び都内区市町村社協との連絡・調整 

都内社協職員連絡会 通 年 

① 運営委員会、テーマ別研究会等（いずれもオンライ

ン）への出席 

② 都内社協職員連絡会の事業計画及び予算の検討 

社協西多摩ブロック

会長・事務局長会 
通 年 

① 社協西多摩ブロック（青梅市、福生市、羽村市、あ

きる野市、日の出町、瑞穂町、奥多摩町、檜原村）
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の事務局長会（集合）への出席 

② 社協西多摩ブロックの情報交換 

社協西多摩ブロック

職員連絡会 

 

西多摩ブロック障害

者施設連絡会 

通 年 

① 社協西多摩ブロック職員連絡会の運営委員会（オ

ンライン及び集合形式）への出席、事業計画及び

予算の検討 

② ボランティア担当者会議（オンライン）への出席 

③ 地域福祉権利擁護事業担当者会議（オンライン）

への出席 

④ 総務担当者会議（オンライン）への出席 

⑤ 西多摩ブロック障害者施設連絡会の幹事会（集合

又はオンライン）への参加 

スポーツ交流会は新型コロナウイルス感染拡大防

止のため実施なし。 

（エ）寄附金（物品）等の収受 

   使途を指定しない寄附金（一般寄附）は、社協の福祉事業へ充当し、寄附物品は 

福祉施設へも配分 

ａ 寄附金    ６５件  ５，７６４，１５５円 

ｂ 寄附物品  １５１件（内、金額換算分２６件１１９，５１３円を含む） 

   （オ）福祉募金箱の設置 

      身近な場所で寄附及び各募金に協力できる環境づくりと、各募金等の活用方法につ

いて理解を促すことを目的として、市内施設及び事業所等へ福祉募金箱を設置した。 

     ａ 設置個所                 ４か所 

     ｂ 地域福祉協力寄附金        １１，６７２円 

     ｃ 歳末たすけあい・地域福祉活動募金    ３０８円 

（カ）社協会員（会費）の募集 

ａ 個人会員会費 １口５００円として世帯単位 

ｂ 団体会員会費 １口２,０００円（福祉施設会員は１口５,０００円）として 

事業所単位 

ｃ 実 績    ９，２６５，９５０円 

           個人会員  ６，０１３，９５０円  １２，６５０世帯 

           団体会員  ３，２５２，０００円  ７４３団体 

イ 調査・研究事業 

（ア）職員研修 

     日本ヒューレット・パッカード合同会社新入社員研修、赤い羽根データベース「は

ねっと」入力操作等講習会、ＷＥＢ研修会「頭部画像の読み方～ＣＴを中心に～」、

生活支援体制整備事業に係る情報交換会、介護支援専門員研修、区市町村職員等高

齢者権利擁護研修 養護者による高齢者虐待対応研修、区市町村社会福祉協議会新任

職員研修、区市町村ボランティア・市民活動センター新任研修、防火・防災管理新

規講習、栄養管理講習会、災害ボランティアコーディネーター養成講座、東京都地

域包括支援センター職員研修、地域福祉権利擁護事業専門員研修、地域福祉コーデ

ィネーター等養成研修、受験生チャレンジ支援貸付事業相談員研修会、雇用主研修、

新型コロナウイルス下における避難所での感染対策勉強会、地域福祉権利擁護事業

新任生活支援員研修、福祉有償運送制度に関しての勉強会、ひきこもり支援者向け

研修、医療相談員・介護支援専門員等向け成年後見制度講座、区市町村介護予防事

業担当者向け研修、権利擁護テーマ別実践研修、サービス管理責任者研修、社会福

祉事業従事者人権研修【Ⅰ】・【Ⅱ】、首都直下型地震勉強会、障害福祉専門職向け認

知症の理解、子ども食堂と「ひと」の話～仲間づくり 活動のつながり 寄付者との
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つながり～、東京都認定調査員現任研修、いきがい・助け合いサミット in 東京 共

生社会をつくる地域包括ケア～生活を支え合う仕組みと実践～、カスタマーハラス

メント研修、東京都障害者虐待防止・権利擁護研修、社会福祉法人・施設運営研修、

ケアマネジメントにＩＣＦを活かそう研修、福祉用具サービス業務従事者講習会、

食品衛生講習会、認知症地域対応力向上研修、防犯・不審者対策講座、いきがい・助

け合いサミット in 東京 共生社会をつくる地域包括ケア～生活を支えあう仕組みと

実践～、ワンペーパーでまとめる資料作成研修、東京都キャラバン・メイト養成研

修、ボラセン職員が身につけたい効果的なチラシの作り方、都内社協職員連絡会相

談支援部会研修、総合相談・生活支援事例検討会、指定障害福祉サービス事業者集

団指導、認知症初期集中支援チーム員研修、福祉職員キャリアパス対応生涯研修「チ

ームリーダー研修」、広報研修、長野県・移動サービス事例報告会、苦情対応機関専

門研修 

ウ 普及宣伝事業 

（ア）広報活動 

広報紙「あいネットあきる野」の発行 

発行日等 内             容 

第１６８号 

（５月１５日） 

① 令和４年度社協会員募集、公式フェイスブック案内 

② 有償家事援助サービス事業紹介、電話による傾聴ボランティアの

会「なごみ」団体設立 

③ 令和４年度事業計画・予算、ふれあい福祉委員会新体制報告、第５

１回チャリティゴルフ大会報告 

④ 福祉法律相談会案内、成年後見制度専門相談会案内、居場所づくり

説明会参加者募集、令和４年度ボランティア・市民活動団体事業費

助成金交付事業案内、地域にズームイン、寄附者一覧 

第１６９号 

（６月１５日） 

① ２０２２夏！体験ボランティア参加者募集 

②～③ 活動先一覧 

④ 申込方法等 

第１７０号 

（７月１５日） 

① 居場所づくり及び生活支援コーディネーター紹介 

② 令和３年度事業報告・決算報告、社協パレット、寄附者一覧 

③ 受験生チャレンジ支援貸付事業紹介、日本赤十字社活動資金実績

報告、募金箱設置のお願い 

④ 秋川流域サマーフィルムフェスタ２０２２参加者募集、第５２回

チャリティゴルフ大会参加者募集、Ｓｍｉｌｅ Ｆｌｏｗｅｒ Ｐ

ｒｏｊｅｃｔ写真募集、地域にズームイン、成年後見制度に関する

相談会の案内（福祉法律相談会、成年後見制度相談会） 

第１７１号 

（９月１５日） 

① 福祉バザー開催案内・バザー収益金の活用方法紹介 

② 表彰式報告、赤い羽根共同募金運動実施及び地域配分申請受付案

内、社協パレット 

③ ２０２２夏！体験ボランティア活動報告、教育支援資金事業紹介、

団体会員募集、寄附者一覧 

⑤ ふれあいフェスタ開催案内、男性料理教室参加者募集、サンタクロ

ースボランティア募集、任意後見制度講座参加者募集、地域にズー

ムイン、成年後見制度に関する相談会の案内（福祉法律相談会、成

年後見制度相談会） 

第１７２号 

（１１月１５日） 

① 歳末たすけあい・地域福祉活動募金案内、 

② 地域福祉権利擁護事業紹介、成年後見制度事業紹介、社協パレット 

③ あきる野市高齢者クラブ連合会文化展開催案内・第５７回東京都
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老人クラブ芸能大会報告、福祉バザー報告、チャリティゴルフ大会

報告、寄附者一覧 

④ サンタボランティア希望家庭募集、ミニ門松づくり参加者募集、秋

川流域ふれあいクリスマス会案内、地域にズームイン、成年後見制

度に関する相談会の案内（福祉法律相談会、成年後見制度相談会） 

第１７３号 

（令和５年 

１月１５日） 

① 社協運営障がい３施設合同作品展案内及び施設紹介・利用者募集、

会長挨拶 

② 日本赤十字社活動資金、赤い羽根共同募金及び歳末たすけあい・地

域福祉活動募金実績報告及び使途紹介、災害ボランティア机上運

営訓練案内、演芸ボランティア発表会案内、社協パレット 

③ 職員募集、あきる野市高齢者クラブ連合会活動紹介・会員募集、あ

きる野市戦没者追悼式報告、寄附者一覧 

④ あきる野市民チャリティゴルフ大会案内、成年後見制度講座参加

者募集、地域にズームイン、成年後見制度に関する相談会の案内

（福祉法律相談会、成年後見制度相談会） 

第１７４号 

(令和５年 

３月１５日) 

① 支え合いの活動について 

② ホームヘルパー及び家事援助・移送サービスの活動紹介及び募集、

社協パレット 

③～⑥ 社協団体会員加入事業所一覧 

⑥ ボランティア・市民活動団体助成事業報告、第７１回東京都社会福

祉大会受賞者紹介、あきる野市高齢者クラブ連合会支え合い募金

報告、寄附者一覧 

⑦ 赤十字月間案内、介護支援ポイント制度紹介、令和５年度ボランテ

ィア保険案内、Ｓｍｉｌｅ Ｐｒｏｊｅｃｔ終了のお知らせ、地域

にズームイン、成年後見制度に関する相談会の案内（福祉法律相談

会、成年後見制度相談会） 

   （イ）Ｆａｃｅｂｏｏｋによる情報発信 

     地域福祉に関する様々な情報について積極的かつ即時に発信することにより、地域福祉

活動の充実と発展を図ることを目的として、公式Ｆａｃｅｂｏｏｋページを開設した。 

エ その他の事業 

     相談援助実習の受入れ 

     社会福祉の発展及び福祉人材の育成に寄与することを目的として、大学等の学生に社 

会福祉士資格取得のための相談援助実習を実施、各事業で受入れを行った。 

 実施期間 ①令和４年８月１５日（月）～９月２日（金）内１５日間 

      ②令和５年１月６日（月）～２月１５日（水）内８日間 

 実習人数 ①１人（白梅学園大学） 

          ②１人（白梅学園大学） 

（２）地域福祉事業 

ア 小地域福祉活動事業（ふれあい福祉委員会事業） 

（ア）ふれあい福祉委員会運営支援 

ａ 関係機関等との連絡調整 

ふれあい福祉委員会による地域の助けあい活動を推進するための支援を行った。 

ｂ ふれあい福祉委員会の設置 

① 設置委員会数 ７８委員会 

② 委員数 ４０９人 
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ｃ ふれあい福祉委員会への助成金交付 

① 交付委員会数 ７５委員会 

② 交付金額 ３，５２４，０２６円 

（イ）ふれあい福祉委員会連絡協議会の支援 

ａ 全体会議 

令和４年４月１５日（金） 秋川ふれあいセンター 

委嘱書交付、ふれあい福祉委員会の組織と活動内容に説明、ふれあい福祉委員会

の事務手続き、地区代表者の選出について 

ｂ 正副会長会議 

第１回 令和４年４月２６日（火） 秋川ふれあいセンター 

正副会長の選出、社協評議員の選出、共同募金会配分推薦委員の選出、民生・児

童委員協議会協力員の選出、あきる野市地域ぐるみ支え合い推進協議体委員の選

出等について 

第２回 令和４年７月１５日（金） 秋川ふれあいセンター 

ふれあい福祉委員会連絡協議会地区研修会の実施等について 

第３回 令和４年１１月１５日（火） 秋川ふれあいセンター 

ふれあい福祉委員会連絡協議会第２回地区会議の実施等について 

第４回 令和５年３月１５日（水） 秋川ふれあいセンター 

令和５年度ふれあい福祉委員会連絡協議会事業計画及び予算、ふれあい福祉委員

会連絡協議会全体会議の開催、ふれあい福祉委員会の声かけ・見守り活動等につ

いて 

ｃ 地区代表者会議 

第１回 令和４年４月２６日（火） 秋川ふれあいセンター 

正副会長候補の選出、令和４年度ふれあい福祉委員会連絡協議会事業・活動計画、

ふれあい福祉委員会連絡協議会新任研修会の実施、ふれあい福祉委員会連絡協議

会第１回地区会議の実施、ふれあい福祉委員会ＰＲ用ポケットティッシュの追加

作成等について 

第２回 令和４年７月２２日（金） 五日市地域交流センター 

ふれあい福祉委員会連絡協議会地区研修会の実施等について 

第３回 令和４年１１月２２日（火） 秋川ふれあいセンター 

ふれあい福祉委員会連絡協議会第２回地区会議の実施等について 

第４回 令和５年３月２２日（水） 五日市地域交流センター 

令和５年度ふれあい福祉委員会連絡協議会事業計画及び予算、ふれあい福祉委員

会連絡協議会全体会議の開催等について 

     ｄ 地区会議 

       第１回 意見交換「令和４年度各ふれあい福祉委員会の活動について」、「ふれあ

い福祉委員の選出について」 

       東秋留地区 令和４年７月１日（金） 東部図書館エル 

       西秋留地区 令和４年７月８日（金） 千代里会館 

       多 西地区 令和４年７月１２日（火） 秋川ふれあいセンター 

       増 戸地区 令和４年７月１１日（月） 五日市ファインプラザ 

       五日市地区 令和４年７月７日（木） 五日市地域交流センター 

       戸倉・小宮地区 令和４年６月３０日（木） 小宮会館 

       第２回 意見交換「１年間の振り返りについて」 

       東秋留地区 令和５年２月９日（木） 東部図書館エル 

       西秋留地区 令和５年２月１４日（火） 千代里会館 

       多 西地区 令和５年２月３日（金） 秋川ふれあいセンター 

       増 戸地区 令和５年２月１３日（月） 秋川ふれあいセンター 
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       五日市地区 令和５年２月８日（水） 五日市地域交流センター 

       戸倉・小宮地区 令和５年２月７日（火） 五日市地域交流センター 

     ｅ 新任研修会 

       五日市会場 令和４年６月３日（金） 五日市地域交流センター 

       秋 川会場 令和４年６月７日（火） 秋川ふれあいセンター 

       社会福祉協議会の目的及び活動内容、ふれあい福祉委員会の目的及び活動内容等

について 

     ｆ 地区研修会 

       東秋留地区 令和４年１１月１８日（金） 秋川ふれあいセンター 

        内 容 コロナ禍における見守りのポイント 

        講 師 （公社）全国消費生活相談員協会 土館千春 氏 

       西秋留地区 令和４年１１月８日（火） 千代里会館 

        内 容 コロナ禍における見守りのポイント 

        講 師 （公社）全国消費生活相談員協会 鈴木伸子 氏 

       多 西地区 令和４年１１月２９日（火） 秋川ふれあいセンター 

        内 容 コロナ禍における見守りのポイント 

        講 師 （公社）全国消費生活相談員協会 澤木佐重子 氏 

       増 戸地区 令和４年１１月１４日（月） 五日市ファインプラザ 

        内 容 住民と関わる際のコミュニケーション技術について 

－傾聴について学ぼう－ 

        講 師 ＮＰＯ法人 日本傾聴ボランティア協会 事務局長 山田豊吉 氏 

       五日市地区 令和４年１１月１０日（木） 五日市地域交流センター 

        内 容 声かけ・見守りのポイント －フレイルを知ろう－ 

        講 師 五日市はつらつセンター 牧野香代子 氏 

       戸倉・小宮地区 令和４年１１月１７日（木） 五日市地域交流センター 

        内 容 コロナ禍における見守りのポイント 

        講 師 （公社）全国消費生活相談員協会 小井かおる 氏 

     ｇ 事務局との連絡会 

       ふれあい福祉委員会 １委員会（新規立ち上げ支援） 

イ ふれあいサロン支援事業 

（ア）ふれあいサロン運営支援 

ａ 関係機関等との連絡調整 

ふれあいサロンによる地域の居場所づくりを推進するための支援を行った。 

ｂ ふれあいサロン設置及び運営支援 

① 登録サロン数 １７サロン 

② サロン内訳 高齢者関係１５サロン、子育て関係２サロン 

③ サロン開催数 延べ１４２回 

④ 参加人数 延べ１，２９６人（１回平均９人） 

ｃ 登録サロンへの助成金交付 

① 交付サロン 延べ５０サロン 

② 交付金額 １８３，１００円 

（イ）ふれあいサロン連絡会 

令和４年４月１５日（金） 秋川ふれあいセンター 

（ウ）社協子育て応援サロン「ファンファン」の運営 

子育て支援ボランティア養成講座修了者等の協力により、子育て中の親が孤立、孤

独とならないよう、居場所づくりとしてモデルサロンを開催した。 

ａ 実施回数 １２回 毎月第２水曜日 
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ｂ 参加人数 延べ９６組２２０人 

ｃ 協力者人数 延べ３４人 

ウ 高齢者クラブ支援事業 

  市内４０の単位クラブで組織する、あきる野市高齢者クラブ連合会（あ高連、会員数

２，５４９人）の事務局を担当している。例年、毎月開催される三役会・理事会をはじ

め、地域の清掃等をする社会奉仕活動、会員相互の親睦活動や健康増進活動、文化活動、

広報活動、友愛活動、女性委員会活動等を行っている。 

令和４年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、棒体操講習会、輪投げ大会、

親睦旅行等が中止となった。また、グラウンド・ゴルフ大会は雨天のため中止となった。

その他、あきる野市や東京都老人クラブ連合会等関係機関との連絡調整に係る事務を行

った。 

エ 福祉理容サービス事業 

寝たきりや障がい等の理由で外出困難な方を対象に、理容券を発行（基本発行券 

１枚１,５００円、追加発行券１枚３,０００円）し、「あきる野市福祉理美容の会（登

録者８人）」の協力を得て、自宅訪問により理美容を実施した。 

（ア）理容券発行実績 

      申込件数 ４８件、基本発行券 １１９枚、追加発行券 ３７枚 

（イ）使用枚数 

基本発行券 ８８枚、追加発行券 ２７枚 

オ 福祉用具貸出事業 

地域福祉の向上を図ることを目的として、市内に住所を有する個人及び団体を対象に、

在宅介護、学校での福祉教育（授業）、福祉施設や町内会・自治会等の行事及びボランテ

ィア団体の活動等への福祉用具等の貸出を無料で実施した。 

（ア）利用実績 

         貸出件数 ２１２件（うち、五日市事務所受付分 ３６件） 

（イ）貸出内容 

      介護１９０件（うち、五日市事務所受付分 ３６件）、学校授業７件、地域活動３件、

ボランティア団体活動３件、当事者団体活動２件、福祉施設・事業所事業７件、その

他（行政）０件 

カ ふれあいクリスマス会事業 

     秋川流域の障がい児（者）同士やボランティア等との交流を図り、障がい児（者）の

社会参加への一助とすることを目的に、秋川流域社会奉仕団体等により組織された秋川

流域ふれあいクリスマス会２０２２実行委員会に対し経費の一部を助成した。 

     また、日の出町社協及び檜原村社協と協働で事務局を担当した。 

   （ア）実行委員会 第１回 令和４年１０月２０日（木） 午後７時～７時５５分 

            第２回 令和４年１１月２１日（月） 午後７時～７時４０分 

   （イ）実施状況 

      日 時 令和４年１２月３日（土）午後１時３０分～３時３０分 

      会 場 秋川ふれあいセンター 

      来場者 約３００人（うち、障がい児（者）１６１人） 

（３）在宅福祉事業 

ア 家事援助サービス事業 

高齢者や障がい者及びひとり親家庭等で、家事援助を必要とする社協会員世帯に有料

でサービスを提供した。 
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    （ア）利用状況 

区 分 利用者（人） 延べ利用回数（回） 延べ利用時間（時間） 

４月 ２９ ８９ １１９.０ 

５月 ３０ ８５ １１４.０ 

６月 ２２ ８７ １１４.５ 

７月 ２９ ８５ １０８.５ 

８月 ２７ ９２ １１６.０ 

９月 ３０ ９５ １２０.５ 

１０月 ３０ ８６ １０６.０ 

１１月 ２９ ９４ １２２.０ 

１２月 ３４ ９９ １４１.５ 

１月 ３２ ９９ １３４.５ 

２月 ３２ １０８ １４３.５ 

３月 ２７ ９４ １２９.５ 

合 計 ３５１ １，１１３ １,４６９.５ 

月平均 ２９.３ ９２.８ １２２.５ 

※参考  前年度の利用者数 ３２９人（月平均２７.４人） 

同延べ利用回数 ９７８回（月平均８１.５回） 

           同延べ利用時間１,３１２.５時間（月平均１０９.３時間） 

（イ）協力員連絡会 

      毎年１回程度行っている協力員連絡会については、新型コロナウイルス感染拡大

防止のため中止とした。 

イ 移送サービス事業 

社協会員世帯の高齢者や障がい者等で公共交通機関等の利用による移動が困難な方に、

本会の車両を利用して有料でサービスを提供した。 

    （ア）利用状況 

区 分 利用者（人） 延べ利用回数（回） 延べ利用時間（時間） 

４月 ６７ １９５ ２４２．０ 

５月 ６６ １９２ ２４７．５ 

６月 ５９ １９７ ２３９．５ 

７月 ６４ １８７ ２３７．０ 

８月 ６３ ２１１ ２６２．５ 

９月 ６０ ２２０ ２４４．５ 

１０月 ５９ １９１ ２２８．５ 

１１月 ６８ ２３０ ２９７．５ 

１２月 ６１ ２００ ２５２．５ 

１月 ６０ １７２ ２２２．５ 

２月 ５５ １７４ ２２２．０ 

３月 ６６ ２２２ ２７２．０ 

合 計 ７４８ ２,３９１ ２９６８．０ 

月平均 ６２．３ １９９．２５ ２４７．３ 

※参考 前年度の利用者数 ７７１人 （月平均６４．２５人） 

同延べ利用回数 ２，４６７回（月平均２０５．６回） 

          同延べ利用時間 ２，９２９．５時間（月平均２４４．１時間） 
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（イ）協力員連絡会 

ａ 令和４年度協力員連絡会 

実施日 令和４年９月１４日（水） 

場 所 秋川ふれあいセンター 第１～第３会議室 

  内 容 ・アルコール検知器の使用について 

      ・７５歳以上の免許更新の認知機能検査について 

       参加者 協力員１４人 

ウ ふれあい食事サービス事業 

７０歳以上の単身、高齢者世帯、これに準ずる世帯、障がい及び認知症などにより介

護を要する方等を対象に、調理・配食を市民ボランティアの協力を得て、水曜日又は木

曜日のいずれか週 1回、１食５００円の利用者負担により配食サービス（昼食）を実施

した。 

（ア）利用実績 

ａ 実施回数 ９５回 

ｂ 提供食数 延べ６，４９８食 

ｃ １回当たり平均食数 ６８食 

（イ）調理ボランティア活動 

新型コロナウイルス感染症防止対策として、ボランティア活動前の検温、手指消毒、

マスクの着用を徹底するとともに、調理終了後の検食を調理室では行わず、持ち帰

りに変更した。 

ａ 調理ボランティア 

① 登録団体数 ７団体 

② 登録者数 ８７人 

③ 活動者数 延べ１，０３９人、平均活動者数 １１人 

     ｂ 食品衛生講習会 

       日 時 ①令和５年１月１１日（水）午後１時３０分～３時 

           ②    １月１２日（木）午後１時３０分～３時 

       場 所 秋川ふれあいセンター 調理室 

       参加者 ①３０人、②３６人 

       内 容 食中毒予防とその対策について 

       講 師 西多摩保健所 職員 

（ウ）配食ボランティア活動 

新型コロナウイルス感染症防止対策として、ボランティア活動前の検温及び手指消

毒を徹底するとともに、活動中にも手指消毒を行えるようアルコール消毒液の携行

及びマスクの着用を徹底した。 

ａ 配食ボランティア 

① 登録団体数 ４団体 

② 登録者数 ５５人 

③ 活動者数 活動者数 延べ１，７５７人、平均活動者数 １８人 

（エ）食事サービスボランティア団体への助成金の交付 

ａ 交付団体 １１団体 

ｂ 交付金額 ５５，０００円 

（オ）栄養管理講習会等への参加 

ａ 第３回栄養管理講習会 

  実施日 令和４年６月２日（木） オンライン講習 

ｂ 第７回栄養管理講習会 

  実施日 令和４年１０月４日（火） オンライン講習 
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（４）ボランティア活動推進事業 

安心して暮らせる福祉のまちづくりのため、ボランティア・市民活動に多くの市民が自

発的に参加できるよう、各種情報を収集・整備し、各種相談へ対応が可能となるよう努め

た。また、あきる野ボランティア・市民活動センターが広く認知されるように、市民と一

体となった事業の企画、啓発講座の開催、ＰＲ活動を実施した。 

なお、コロナ禍でも家庭等で実践できるボランティア活動や感染防止対策を講じた内容

による、Ｓｍｉｌｅ Ｐｒｏｊｅｃｔ２０２２等を実施した。 

ア ボランティア・市民活動への啓発（きっかけ作り） 

市民自らが様々な福祉問題、地域問題及び社会問題に気付き、自らの手によって解決

を図るための活動を始められるよう、啓発の機会として、講座、講演会等を開催した。 

（ア）子育て支援活動に関する啓発活動等 

  ａ 子育て応援講座 パパと子どもで作ろう！母の日ギフトづくり 

    日 時 令和４年４月２４日（日）午前９時～正午 

    場 所 秋川ふれあいセンター 会議室、寿の間 

    参加者 ８組１６人 

    内 容 ①ワークショップ体験（ポーセラーツ制作） 

        ②子育て講座 講話と交流 

    講 師 ①アトリエｋｅｉｋｏ 住吉慶子 氏 

        ②五日市保育園 小山正弘 氏 

  ｂ 子育て応援団体紹介パネル展示 

    期 間 令和４年７月２２日（金）～９月９日（金） 

    場 所 秋川ふれあいセンター ふれあい広場 

    内 容 子育て応援ネットワーク参加団体の活動紹介及びチラシ配架 

  ｃ 子育て応援ネットワーク会議への参加 

    第１回 日 時 令和４年４月２１日（木）午前１０時～１１時５０分 

        場 所 秋川ふれあいセンター ふれあいホール 

        参加者 子育て支援団体・個人１５人 

        内 容 世話人選出、規約変更、情報交換等について 

    第２回 日 時 令和４年６月２３日（木）午前１０時～１１時２０分 

        場 所 秋川ふれあいセンター ふれあいホール 

        参加者 子育て支援団体・個人１７人 

        内 容 ＬＩＮＥグループの作成及び運用、Ｇｏｏｇｌｅフォームの活

用、居場所マップ（仮称）の作成、情報交換等について 

    第３回 日 時 令和４年８月２３日（火）午前１０時～１２時１０分 

        場 所 秋川ふれあいセンター ふれあいホール 

        参加者 子育て支援団体・個人１６人 

        内 容 居場所マッツ（仮称）の作成、あきる野市フードドライブ事業

への協力、障がい理解と子育て支援のふれあいフェスタ、情報

交換等について 

    第４回 日 時 令和４年１０月２０日（木）午前１０時～正午 

        場 所 秋川ふれあいセンター 寿の間 

        参加者 子育て支援団体・個人１９人 

        内 容 障がい理解と子育て支援のふれあいフェスタのお礼について、

あきる野市フードドライブ事業について 他 

    第５回 日 時 令和４年１２月１５日（木）午前１０時～正午 

        場 所 秋川ふれあいセンター ふれあいホール 

        参加者 子育て支援団体・個人１８人 

        内 容 ガイドブックの記事について 
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    第６回 日 時 令和５年２月２０日（月）午後１時３０分～３時３０分 

        場 所 秋川ふれあいセンター 寿の間 

        参加者 子育て支援団体・個人１２人 

        内 容 子ども食堂と防災研修の実施について、ふれあいフェスタの実

施について、あきる野市子ども子育て会議傍聴報告 他 

  ｄ 子育て応援ネットワーク世話人会 

    日 時 ①令和４年５月１２日（木）午前１０時～１２時１５分 

        ②令和４年８月１６日（火）午前１０時～１２時２０分 

③令和４年１０月４日（火）午前１０時～１２時０５分 

④令和４年１２月５日（月）午後２時～３時２０分 

⑤令和５年１月５日（木）午前１１時～午後２時 

⑥令和５年３月１３日（月）午後 1時～３時 

    場 所 秋川ふれあいセンター 

（イ）地域支援活動に関する啓発講座等 

  ａ Ｓｍｉｌｅ Ｐｈｏｔｏ Ｐｒｏｊｅｃｔ 笑顔をつくるボランティア活動 

    期 間 令和４年４月１日（金）～令和５年３月３１日（金） 

  ｂ Ｓｍｉｌｅ Ｆｌｏｗｅｒ Ｐｒｏｊｅｃｔ アサガオで繋がるこころのリレー 

    期 間 令和４年４月１日（金）～令和５年３月３１日（金） 

  ｃ 調理ボランティア養成講座 

    日 時 令和４年４月１９日（火）午前９時～正午 

    場 所 秋川ふれあいセンター 調理室 

    参加者 ９人 協力ボランティア４人 

    内 容 ３０食分のお弁当作り体験 

    指 導 社協栄養士 小林るみ子 

  ｄ 男性料理教室 

    日 時 令和４年１１月１１日（金）午前１０時～１２時１５分 

    場 所 秋川ふれあいセンター 調理室 

    参加者 ８人 

    内 容 天ぷら、うどんづくり 

    指 導 社協登録ボランティア団体 さわやか倶楽部 

  ｅ バルーンアート作り 

    日 時 令和４年１２月２３日（金）午後４時～５時 

    場 所 秋川ふれあいセンター ボランティアコーナー 

    参加者 ５人 

    内 容 バルーンアート作り 

  ｆ サンタクロースボランティア事業 

    日 時 令和４年１２月２４日（土）、２５日（日）午後５時～８時３０分 

    場 所 あきる野市内希望者宅 

    希望世帯 ５４世帯（２４日３１世帯、２５日２３世帯） 

    参加者 １２人（ボランティア） 

  ｇ 親子でミニ門松づくり 

    日 時 令和４年１２月２６日（月）①午前１０時～正午 

                     ②午後１時３０分～３時３０分 

    場 所 秋川ふれあいセンター 第１～第３会議室 

    参加者 ①２２人、②２３人 

    指 導 社協登録ボランティア団体 はればれ竹クラブ 
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  ｈ 演芸ボランティア発表会 ふれあいフェスティバル 

    日 時 令和５年２月２３日（木・祝）午前１０時～午後４時 

              ２４日（金）午前１０時～午後１時 

    場 所 秋川ふれあいセンター ふれあいホール 

    参加者 １日目 参加団体１４団体 来場者２４４人 

        ２日目 参加団体８団体 来場者８７人 

（ウ）ボランティア・市民活動団体及び西多摩ブロック各社協等との共催事業 

  ａ 秋川流域サマーフィルムフェスタ２０２２ 

    日 時 令和４年８月２７日（土）①午前１０時～１２時３０分 

②午後２時～４時３０分 

       場 所 秋川ふれあいセンター ふれあいホール 

       来場者 １８４人（①１１０人、②７０人） 

       内 容 映画「咲む」上映 

       共 催 社会福祉法人 日の出町社会福祉協議会 

     ｂ 障がい理解と子育て支援のふれあいフェスタ 

       日 時 令和４年９月２３日（金）午前１０時～午後４時 

       場 所 秋川ふれあいセンター ふれあいホール 

       来場者 延５３０人 

       内 容 音楽演奏、ボッチャ及びプログラミングロボット体験、乗れるミニ鉄道、

ワークショップ、模擬店、パネル展示、スタンプラリー、献血等 

       共 催 あきる野市障がい者団体連絡協議会、あきる野市子育て応援ネットワーク 

       協 力 ＡＳｐｏｒｔ一般社団法人あきる野総合スポーツクラブ、東京都赤十字

血液センター、社会福祉法人日の出町社会福祉協議会 

（エ）夏！体験ボランティア事業 

   市内福祉施設・団体へ協力を要請し、夏休みを利用して小学生から社会人までが、

様々なボランティア活動を体験できる機会として、「２０２２夏！体験ボランティア事

業」を実施し、日常のボランティア・市民活動へのきっかけ作り及び社会勉強の学習

の場とした。 

   受付期間 令和４年６月２６日（日）～７月８日（金） 

   受付時間 初日 午後１時～５時 

        ２日目以降 午前８時３０分～午後５時１５分 

        ６月２７日（月）、７月６日（水）は午後８時まで（秋川事務所のみ） 

   実施期間 ７月２３日（土）～８月３１日（水） 

   プログラム数 ３８プログラム 

   申込者数 ２０５人、延参加者数 ２５５人 

イ 相談、情報発信、連携 

市民、団体及びＮＰＯ法人等からの多様な相談に応じ、ニーズに対応できるよう、市

内外の情報ネットワークを構築するとともに、社協広報「あいネットあきる野」、「ボラ

ンティア情報誌」及び社協ホームページにて、各種活動情報を、幅広い年代へ提供した。 

（ア）相談体制の充実 

受付件数 ７８件（ふれあい福祉委員会事業含む） 

   （イ）ボランティア情報等の発信 

ａ ボランティア情報誌の発行（奇数月１５日発行） 

       発行日 ５月１５日（日）、７月１５日（金）、９月１５日（木）、１１月１５日（火）、 

           令和５年１月１５日（日）、３月１５日（水） 

       発行数 各１，１１０部 

     ｂ ボランティアコーナーにおける情報チラシの設置 
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（ウ）西多摩ブロック各社協ボランティアセンター等との連携 

ａ 西多摩ブロックボランティア担当者会議 

令和４年６月２日（木） 午後２時～４時 オンライン会議 

    ９月６日（火） 午後２時～４時 オンライン会議 

    ９月２７日（火） 午前１０時～１０時２０分 オンライン会議 

令和５年３月３日（金） 午前１０時～１０時２０分 オンライン会議 

     ｂ 西多摩ブロックボランティア担当者講習会 

       日 時 令和４年１２月１３日（火）午後１時３０分～４時３０分 

       場 所 福生市福祉センター、オンライン 併用 

       参加者 １０人 

       内 容 ボラセン職員が身につけたい効果的なチラシの作り方 

       講 師 ＮＰＯ法人 男女共同参画おおた 坂田静香 氏 

ウ ボランティア・市民活動団体等の登録、支援 

ボランティア・市民活動団体の登録を受け付け、社協が各団体の情報の中心となり、

市民からの相談等に活用し、市民のボランティア・市民活動への参加を推進した。また、

登録団体に対しては、市民への団体紹介等の情報提供及びボランティアルームの貸出を

行い、登録団体の活動を支援した。 

（ア）登録団体数 ３６団体 

（イ）ボランティアルーム貸出実績 

利用団体数 １５６団体、利用回数 ３０５回、利用人数 ２，２７９人 

（ウ）ボランティア・市民活動事業費助成 

事業費助成総額 ９３，８００円 

助成団体及び事業内容 

・愛の星合唱団「愛の星合唱団 第１１回ふれあいコンサート」 

・あきる野にぼうけん遊び場をつくる会 「乳幼児期の子育て、乳幼児教育に精通

した人の講演会」 

エ 個人ボランティアの登録 

継続的なボランティア・市民活動情報の提供を希望する市民を登録し、ボランティア

依頼があった際に情報をメールにより即時発信した。 

（ア）登録ボランティア数 ２７人 

オ 演芸ボランティアの登録 

趣味活動を通じたボランティア活動（施設慰問等）の場を希望する演芸ボランティア

団体を登録し、その団体の情報を公開した。 

（ア）登録演芸ボランティア ７２団体及び個人 

カ 学校授業への協力 

教育機関で実施する福祉活動へのアドバイス、また必要に応じ、関係機関やボランテ

ィア団体の紹介・連絡調整を図った。 

（ア）連絡・調整件数 ０件 

キ ボランティア活動保険等の受付 

ボランティア活動中の事故に備え、ボランティア保険の紹介、また、ボランティア団

体、市民活動団体及び個人が活動等を行う際のボランティア保険等の紹介及び加入手続

きの受付事務を実施した。 

   （ア）ボランティア活動保険 

     ａ 受付件数 １２９件 

ｂ 加入人数 １，５０５人 
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   （イ）行事保険 

     ａ 受付件数 ９２件 

ｂ 加入人数 ２，９７４人 

   （ウ）行事保険（当日対応型） 

ａ 受付件数 ２２件 

ｂ 加入人数 １，７９０人 

ク 災害ボランティアセンターに関する取組 

     市内において、大規模災害が発生した際に、市内での災害ボランティアによる支援活

動が迅速かつ効果的に行えるよう災害ボランティアの事前登録を進め、災害ボランティ

アセンター運営訓練を実施した。 

   （ア）災害ボランティアの事前登録 

      災害ボランティア登録者 ４６人 

（イ）災害ボランティアセンター机上運営訓練 

   日 時 令和５年３月４日（土）午前９時３０分～１１時４５分 

   場 所 秋川ふれあいセンター ふれあいホール 

参加者 １９人（内、職員９人） 

ケ 福祉喫茶もろこし畑への支援 

あきる野市内の障がい者の自立及び社会参加を促進するため、秋川ふれあいセンター

に設置する福祉喫茶をあきる野市障害者団体連絡協議会と協働で管理した。なお、昼食

時の音楽ボランティアのコーディネートは、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中

止した。 

コ 障がい者団体保険加入への支援 

         障がい者団体が安心して活動できるよう、賠償責任保険及び傷害保険の加入について

支援した。 

（ア）賠償責任保険及び傷害保険への加入 

ａ 加入団体 ６団体 

ｂ 加入者数 ２０５人 

（５）手話通訳者等派遣受託事業（あきる野市からの受託事業） 

   あきる野市から委託を受け、聴覚障がい者及び言語障がい者に対する福祉の増進を目的

として、手話通訳者を入学式や保護者会などの学校行事、医師とのやりとりのため通院同

行に派遣した。 

ア 利用状況 

区 分 
利用者数

（人） 
延べ利用回数（回） 活動通訳者数（人） 

延べ利用時間 

（時間） 

４月 ２ ２ １ ３ 

５月 １ １ １ １ 

６月 ２ ２ １ ３ 

７月 １ １ １ １ 

８月 １ １ １ １ 

９月 ２ ２ １ ３ 

１０月 ２ ２ １ ３ 

１１月 ０ ０ ０ ０ 

１２月 ０ ０ ０ ０ 

１月 ０ ０ ０ ０ 

２月 ０ ０ ０ ０ 
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３月 １ １ １ ２ 

合 計 １２ １２ ８ １７ 

月平均 １.０ １.０ ０.７ １.４ 

※参考  前年度の月利用者数１４人(平均１.２人) 

同延べ利用回数１５回 (平均１.２５回) 

同延べ利用時間１９時間(平均１.６時間) 

イ 手話通訳者等連絡会 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止とした。 

ウ 市役所窓口案内への支援 

毎月２０日（土日に当たる場合はその翌日の月曜日、祝日に当たる場合はその翌日）

の午前９時から１２時まで、あきる野市役所本庁舎１階の総合案内に、現在登録してい

る手話通訳者が１～２人ずつボランティアで待機し、必要な方への手話通訳を行った。 

本会は、通訳者配置のコーディネート的な役割など、側面的な支援を行った。 

（６）生活福祉資金貸付事務受託事業（東京都社会福祉協議会からの受託事業） 

東京都社会福祉協議会から委託を受けて、所得の少ない世帯、障がい者や介護を要す

る高齢者のいる世帯に対して、貸付基準（生活費の不足ではない具体的な利用目的があ

り、他の資金が利用できず、未払いで償還の見込みが立つ）に該当する世帯に対し、資

金の貸付と必要な相談・支援を行うことにより、安定した生活を送れるようにすること

を目的に、民生・児童委員の相談援助活動のもと実施した。 

（ア）福祉資金 

貸付件数 ０件、貸付金額 ０円 

   （イ）緊急小口資金 

貸付件数 １件、貸付金額 ５４，０００円 

   （ウ）教育支援資金 

貸付件数 ７件、貸付金額 ６，３８２，０００円 

（エ）総合支援資金 

貸付件数 ０件、貸付金額  ０円 

（オ）特例貸付(新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえた生活福祉資金貸付制度) 

区 分 ※相談件数 申請件数 申請金額(円) 

緊急小口資金 １６９ ３７ ７，２５０，０００ 

総合支援資金 ８７ ２４ １２，８５０，０００ 

  令和４年度合計 ２５６ ６１ ２０，１００，０００ 

                     ※申請受付は令和４年９月末で終了。 

※同一相談者からの複数回の問合せを含む。 

※対象外であった申請金額も含む。 

（７）受験生チャレンジ支援貸付事務受託事業（あきる野市からの受託事業） 

低所得者の子どもの就学を支援することを目的として、学習塾等受講料及び高校・大学

受験料への貸付申請を行った。 

なお、今年度より収入要件が緩和され、申請件数が前年度の約１．８倍となった。 

ア 相談件数 ４８３件 

イ 申請件数  ８６件 

 （内訳）受講料貸付 ４１件 

     受験料貸付 ４５件 
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（８）地域福祉権利擁護事業（東京都社会福祉協議会からの受託事業） 

    認知症高齢者や知的障がい、精神障がい等により判断能力の低下した方を対象として、

地域福祉権利擁護事業（福祉サービスの利用援助、日常的金銭管理サービス、書類等の預

かりサービス）の相談等に専門員が対応し、利用者との契約により生活支援員が有料でサ

ービスを提供した。 

ア 相談実績 

     問合せ及び相談延べ件数 １，３９５件 

イ 利用実績 

利用者数２４人（高齢者１７人、精神障がい者３人、知的障がい者３人、その他１人） 

新規利用者数７人、利用終了者数５人 

ウ 周知活動 

     a  広報紙やホームページへ掲載するとともに、パンフレット等を配布し、関係機関へ 

の周知を行った。 

     ｂ 支援者向け「地域福祉権利擁護事業説明会」 

日 時 令和５年１月１３日（金）午前１０時～１１時３０分 

場 所 オンライン形式で開催 

参加者 １１人 

エ 生活支援員連絡会等 

   生活支援員（１２人）の資質向上及び情報交換のため、連絡会を開催するとともに、

東社協の研修に参加した。 

（ア）生活支援員連絡会 

日 時 令和５年３月１０日（金）午前１０時～正午 

参加者 ８人（うち、生活支援員５人参加） 

（イ）西多摩ブロック地域福祉権利擁護事業生活支援員研修会 

  日 時 令和５年１月３０日（月）午後１時３０分～午後３時 

場 所 檜原村やすらぎの里ふれあい館 多目的ホール 

講 師 公共財団法人 東京都人権啓発センター 小原俊治氏 

参加者 ３６人（うち、当会の職員２人、生活支援員５人参加） 

オ 専門員業務連絡会等 

    専門員の資質向上のため、東社協等で実施する連絡会・研修会や情報交換等のための

西多摩ブロック社協担当者会等にオンラインにて参加した。 

（ア）東社協業務連絡会等 

ａ 第１回業務連絡会 

日 時 令和４年６月２０日（月）午前１０時～正午 

ｂ 第２回業務連絡会 

日 時 令和５年２月３日（金）午前１０時～１２時３０分 

（イ）東社協主催研修会等 

ａ 生活保護制度・生活困窮者自立支援制度の理解 

日 時 令和４年６月２２日（水）午後１時～５時 

     ｂ 事例検討 

日 時 令和５年２月２４日（金）午後１時３０分～５時 

     ｃ 身元保証問題と権利擁護 

       日 時 令和５年３月３日（金）午前１０時～正午 

   （ウ）西多摩ブロック社協地域福祉権利擁護事業連絡会 

ａ 第１回 

日 時 令和４年８月４日（木）午前１０時～正午 
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       場 所 オンライン形式で開催 

内 容 各社協の事業実施状況について西多摩ブロック地域福祉権利擁護事業生

活支援員研修会の開催の有無について 

ｂ 第２回 

日 時 令和５年１月１６日（月）午後２時～４時 

       場 所 オンライン形式で開催 

内 容 西多摩ブロック地域福祉権利擁護事業生活支援員研修会の概要について

の共有、西多摩ブロック地域福祉権利擁護事業生活支援員研修会の分担

金について 

（９）成年後見制度推進事業（あきる野市からの受託事業） 

令和３年４月よりあきる野市から、成年後見制度利用促進基本計画に基づく中核機関の

運営を受託し、福祉サービス総合支援事業及び成年後見活用あんしん生活創造事業を引き

続き実施するとともに、成年後見制度の利用促進を図った。 

 ア 福祉サービス総合支援事業 

 （ア）利用者サポート  

ａ 成年後見制度の利用相談         相談及び対応件数 ６９８件 

ｂ 福祉サービス利用に関する専門的な相談  相談及び対応件数   ０件 

ｃ 福祉サービスの利用に際しての苦情相談  相談及び対応件数   ０件 

ｄ 判断能力不十分な人々の権利擁護相談   相談及び対応件数   ０件 

ｅ その他                 相談及び対応件数   ０件 

（イ）福祉サービス利用援助の拡大（財産保全管理・手続き代行サービス） 

ａ 相談及び対応件数  ５０件 

ｂ 契約件数 １件（うち、生活保護受給者 ０人） 

     新規 １件 ・終了 ０件 

（ウ）苦情対応機関等の設置 

司法書士による、福祉サービスの苦情相談や成年後見制度に関する相談会（予約制）

を奇数月第２火曜日に実施した。１人４０分、３ケースまで受付 

第１回 令和４年 ５月１０日（火） 相談件数 ２件 

      第２回 令和４年 ７月１２日（火） 相談件数 １件 

      第３回 令和４年 ９月１３日（火） 相談件数 ２件 

      第４回 令和４年１１月 ８日（火） 相談件数 ２件 

      第５回 令和５年 １月１０日（火） 相談件数 ２件 

      第６回 令和５年 ３月１４日（火） 相談件数 ２件 

   （エ）弁護士による福祉法律相談会の実施 

     判断能力が低下した方を対象とする法律相談会（予約制）を偶数月第２火曜日に実施

した。１人４０分、３ケースまで受付 

第１回 令和４年 ４月１２日（火） 相談件数 ２件 

      第２回 令和４年 ６月１４日（火） 相談件数 ３件 

第３回 令和４年 ９月 ７日（火） 相談件数 ３件 

第４回 令和４年１０月１１日（火） 相談件数 ２件 

第５回 令和４年１２月１３日（火） 相談件数 ２件 

第６回 令和５年 ２月１４日（火） 相談件数 ３件 

イ 成年後見活用あんしん生活創造事業 

（ア）成年後見に関する相談 

   成年後見に関する相談延べ人数 ２０５人（実人数１００人） 

（イ）成年後見制度の利用手続きの支援 
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ａ 申立て支援業務 

ｂ 受任者調整会議の開催 

 成年後見制度の適切な利用や相談者への適切な対応及び後見人等候補者の選任を公

正中立に行うことを目的として、専門職（弁護士・司法書士・社会福祉士）及び行政職

員、社協職員の委員で構成する受任調整会議を設置、開催した。 

    第１回 令和４年５月２３日（月）午後４時～６時 

           あきる野市社会福祉協議会受任調整会議設置要綱について 

正副委員長の選出 

成年後見制度に係る支援・受任検討について（ケース３件） 

    第２回 令和４年７月５日（火）午後１時３０分～２時３０分 

           成年後見制度に係る支援・受任検討について（ケース１件） 

    第３回 令和４年７月２５日（月）午後４時～６時 

           成年後見制度に係る支援・受任検討について（ケース３件） 

    第４回 令和４年９月２６日（月）午後４時～６時 

           成年後見制度に係る支援・受任検討について（ケース３件） 

    第５回 令和４年１１月２９日（火）午後３時～５時 

           成年後見制度に係る支援・受任検討について（ケース３件） 

    第６回 令和５年１月２３日（月）午後４時～５時３０分 

           成年後見制度に係る支援・受任検討について（ケース１件） 

    第７回 令和５年３月２７日（月）午後４時～５時３０分 

           成年後見制度に係る支援・受任検討について（ケース２件） 

          来年度以降の受任調整会議について 

（ウ）制度の普及啓発活動 

ａ 一般市民向け講座 

 ①任意後見制度講座「任意後見制度と遺言」 

       日 時 令和４年９月２８日（水）午後２時～３時４５分 

       場 所 秋川ふれあいセンター 第１～第３会議室 

講 師 弁護士 

参加者 １４人 

②成年後見制度講座「事例で学ぶ成年後見制度」 

     日 時 令和５年２月８日（水）午後２時～３時４５分 

     場 所 秋川ふれあいセンター 第１～第３会議室 

講 師 社会福祉士 

参加者 １８人 

     ③成年後見制度講座「成年後見制度について」 

     日 時 令和５年２月１１日（土）午後６時～７時３０分 

場 所 中央公民館 第７研修室 

講 師 社協相談支援係職員 

参加者 障がい児・者親の会「ととの会」１０人 

ｂ 関係者向け講座 

①成年後見制度講座「支援者が学ぶ、成年後見制度講座」 

       日 時 令和４年９月２８日（水）午後２時～３時４５分 

       場 所 オンライン形式で開催 

講 師 司法書士 

参加者 ４３人 

ｃ  パンフレットの作成・配付、広報紙やホームページ、フェイスブックへの掲載 

制度の普及啓発として、あきる野市社会福祉協議会で２種類の独自パンフレット

を作成し、社協や市役所の窓口に設置、配付した。また社協広報紙あいネット、
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ホームページ、フェイスブックに事業内容や相談会について定期的に掲載し、事

業の周知を図った。 

   （エ）成年後見人等の支援 

親族後見人候補者の支援として、対象者の状況や課題を聞き取り、申立ての必要性等、

親族後見人候補者の相談に対応した。また成年後見制度の概要や申立書類、必要書類

の説明を行い、必要な場合には家庭裁判所調査官との面談に同席した。 

（オ）地域ネットワークの活用（あきる野市成年後見制度利用促進協議会への協力） 

  ａ あきる野市成年後見制度利用促進協議会の事務局機能 

令和４年度より、市が成年後見制度の利用促進に関し、法律、医療、福祉等の分野 

における地域体制を構築し、権利擁護支援を行うため、あきる野市成年後見制度利

用促進協議会を設置した。社協においては、中核機関として、市と連携しながら事

務局機能を担い、利用促進協議会に参加した。 

 第１回 

日 時 令和４年７月１４日（木）午後２時３０分～４時 

場 所 あきる野市役所 ５０３会議室 

内 容  委嘱書交付、会長・副会長選出、成年後見制度推進事業「中核機関」に 

ついて、令和３年度事業報告について、令和４年度事業計画について、 

各関係機関における現状及び課題について 

 第２回 

日 時 令和５年３月３日（金）午後５時～６時３０分 

場 所 あきる野市役所５０５会議室 

内 容 あきる野市における成年後見制度の利用に関する課題について 

ウ 成年後見制度利用促進 

    （ア）権利擁護支援の必要な人の発見・支援、早期の段階からの相談・対応体制を整備 

      関係機関等と連携し、権利擁護支援が必要な方の早期発見及び対応を行った。 

（イ）本人を支援者や後見人等とともに支える「チーム」による対応 

成年後見制度利用に向けた支援会議を適宜開催するとともに、後見人等が選任され 

     た後にも、支援方針の確認や本人の意向・状況確認のために支援者と訪問し、チーム 

     として対応した。 

エ オンラインを活用した体制整備 

相談支援体制の充実を図るため、ＺＯＯＭを利用したオンライン体制を整備し、成年後

見制度の相談及び関係者との打合せ、講座等をオンラインで実施した。 

（１０）介護支援ポイント制度事務受託事業（あきる野市からの受託事業） 

     介護支援ポイント受託事業管理機関として、次の業務を実施した。 

ア 介護支援ボランティアの登録及び管理 

   （ア）申請者数  ２２人 

イ 介護支援ボランティアのボランティア活動先の調整等 

   （ア）受入施設数  ２５施設 

ウ 評価ポイントの付与及び管理 

（ア）申請者数 １９人 

   （イ）付与数  ７４６ポイント（令和３年度活動実績分） 

エ 評価ポイント転換交付金の資金管理及び交付 

   （ア）交付額  ７４，６００円（令和３年度活動実績分） 
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（１１）生活支援コーディネーター受託事業（あきる野市からの受託事業） 

生活支援コーディネーター業務は、介護保険法第１１５条の４５第２項第５号の規定

に基づく地域支援事業として、地域における高齢者の生活支援及び介護予防の担い手と

連携した多様な支援体制を整備することにより、高齢者が住み慣れた地域で自立した日

常生活を継続できることを目的として、以下の内容を行った。 

ア 地域の高齢者ニーズ及び地域資源の把握並びに課題の抽出 

（ア）「シニアガイドブック（第２版 第２刷）」の作成及び配布 

作成部数 １，０００部  配布数 ３７０部 

   （イ）地域資源の活動把握 

      活動見学 ２箇所 

   （ウ）「地域ぐるみの支え合い通信」の作成 

      作成部数 １，０００部 

イ サービスの担い手の養成及び地域に不足するサービスの創出 

（ア） 地域ぐるみの支え合い活動立ち上げに向けて説明を実施 

    対象地域 軍道地域  実施回数 １回 

（イ） 居場所づくり説明会を実施 

対象地区 秋川地区  実施回数 ２回 延べ２０人参加 

対象地区 五日市地区 実施回数 ２回 延べ１４人参加 

ウ サービスの担い手との連携体制づくり 

（ア）雨間地域ぐるみ高齢者支えあい事業「雨間ほっと💛」の活動状況の確認 

   実施回数 ２回 

（イ）地域資源団体との情報交換 

   実施回数 ２回 

エ サービスの提供に係る関係者間で情報を共有するためのネットワークづくり 

（ア）自立支援型地域ケア個別会議（地域包括支援センター主催）へ参加 

   東部圏域 １回、中部圏域 １回、五日市圏域 １回 

内 容 事例検討及び地域資源情報の提供 

オ 協議体との連携・協働に関する業務 

（ア）令和４年度 地域ぐるみの支え合い推進協議体 

      日 時 令和５年３月２７日（月）午後２時～３時３０分 

      場 所 あきる野市役所別館 第１会議室 

   カ 研修会・連絡会に参加 

     コーディネーターの資質向上のため、各種研修会・連絡会等にオンラインで参加した。 

   （ア）令和４年度 第１回生活支援体制整備事業に係る情報交換会 

日 時 令和４年５月１８日（水）午後１時３０分～４時４５分 

（イ）令和４年度 第１回 介護予防担当者向け研修 総論編 

日 時 令和４年７月１９日（火）午前１０時～４時３０分 

（ウ）令和４年度 第１回 介護予防担当者向け研修 実践編Ⅰ-① 

日 時 令和４年８月５日（金）午後１時３０分～４時３０分 

   （エ）令和４年度 長野県・移動サービス事例報告会 

      日 時 令和５年２月６日（月）午後１時３０分～４時 

   （オ）令和４年度 第２回生活支援体制整備事業に係る情報交換会 

      日 時 令和５年２月１３日（月）午後１時３０分～４時３０分 

   （カ）その他 主管課との連絡会及び打合せ 

      実施回数 ７回 
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２ 歳末たすけあい運動事業（決算 P95） 

（１）募金活動 

ア 各戸募金等 

町内会・自治会等の協力により、歳末たすけあい・地域福祉活動募金運動を実施し、

市民への募金の呼びかけ、集金を行った。 

   イ 街頭募金の実施 

     実施期間 令和４年１２月５日（月）～１２月９日（金） 

     実施場所 ＪＲ五日市線秋川駅、あきる野とうきゅう 

ウ 募金実績及び地域福祉活動費の配分 

令和３年度募金実績額に応じて、翌年度（令和４年度）に本会が行う地域福祉活動に

使用する地域福祉活動費の配分額を決定した。 

実施期間 令和４年１２月１日（木）～１２月２８日（水） 

募金総額 ４，１７３，８８９円 

事務費     ４１７，３９４円（令和４年度募金総額の１０％） 

配分額  ３，７５６，４９５円（令和４年度募金・令和５年度使用分） 

        地域福祉活動費内訳  

①ふれあい福祉委員会運営事業 ３，００５，１９６円 

②ふれあいサロン支援事業     ２６２，９５５円 

③ボランティア活動推進事業      ４８８，３４４円 

３ 介護保険等事業（決算 P100） 

（１）居宅介護支援事業 

ア 居宅サービス計画の作成 

介護支援専門員が、在宅で生活している要介護・要支援状態にある介護保険被保険者

からの依頼を受け、在宅において、できる限り自立した生活が送れるよう居宅サービス

計画を作成し、各指定居宅サービス事業者をはじめ、介護保険外サービス等のインフォ

ーマルサービス事業者、その他関係団体等と連携を図り、利用者の在宅生活を支援した。 

イ 介護保険居宅介護支援事業月別国保連請求件数等 

区分 

要支援 要   介   護 合 計 

※要支援は 

1/2 換算 
１ ２ １ ２ ３ ４ ５ 

４月 ３ ７ ４３ ２５ ２３ １１ ２ １０９．０ 

５月 ３ ７ ４５ ２４ ２４ １１ ２ １１１．０ 

６月 ３ ６ ４９ ２４ ２０ １１ ２ １１０．５ 

７月 ３ ６ ４９ ２６ ２０ １１ ３ １１３．５ 

８月 ３ ６ ４８ ２６ ２２ １２ ３ １１４．５ 

９月 ３ ６ ４６ ３０ １８ １２ ３ １１３．５ 

１０月 ３ ６ ４４ ３２ １９ １２ ３ １１４．５ 

１１月 ２ ６ ４４ ３４ １９ ９ ３ １１３．０ 

１２月 ２ ７ ４４ ３３ ２１ １０ ３ １１５．５ 

１月 ３ ６ ４３ ３０ ２０ １０ ３ １１０．５ 

２月 ３ ４ ４１ ３１ １９ １１ ３ １０８．５ 

３月 ３ ３ ４０ ３２ ２０ １２ ４ １１１．０ 

合 計 ３４ ７０ ５３６ ３４７ ２４５ １３２ ３４ １３４６.０ 

月平均 ２.８ ５.８ ４４.７ ２８.９ ２０.４ １１.０ ２.８ １１２.１ 
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ウ 要介護・要支援認定訪問調査の実施 

市内に居住する要介護（支援）者や市内の施設に入所する要介護（支援）者へ、各区市

町村からの委託により、要介護認定調査を実施した。 

内訳は、あきる野市高齢者支援課より１９２件（うち新規５件）、同生活福祉課（生活

保護受給者）より７件（うち新規３件）、あきる野市以外の区市町村３８件の合計 

１９２人 

また、介護保険の新規申請者に対する要介護認定調査を行えるよう、あきる野市から

の依頼を受けて、指定事務受託法人（要介護認定調査分）の指定を受けている。 

エ 介護保険給付管理事務、介護保険サービス計画費請求事務 

     東京都国民健康保険団体連合会へ、給付管理票とケアプラン料の請求事務を行った。 

オ 研修 

     管理者及び介護支援専門員が研修を受講した。（ＷＥＢ研修を含む） 

     受講内容等「高齢者虐待防止研修」 

ひきこもり支援者向け研修「ひきこもり概論」 

西多摩高次脳機能障害支援センター第１回研修「頭部画像の読み方」 

「ケアマネジメントにＩＣＦを活かそう」 

 西多摩地域脳卒中医療連携症例検討会 

「もう一度学んでみよう、糖尿病三大合併症―地域で支える糖尿病患者―」 

「コロナ禍により増加した法的課題とその解決策について」他 

カ 苦情処理対応  

ケアマネジャーに対する苦情対応の窓口を設置している。担当ケアマネジャーとの支

援方法の相違による苦情と、担当変更希望があったが、いずれも両者、家族に聞き取り

を行い、適切に対応した。 

キ 介護支援専門員ネットワーク作り 

あきる野市内の介護保険サービス事業者相互の情報交換、事業の質の向上等を目的に、

あきる野市介護事業者連絡協議会の会員となり、併せて、同協議会の運営に当たり、公

共性が高い団体であることから、事務局業務を担った。 

ク 介護サービス情報の公表制度の調査票提出 

     平成１８年の介護保険法改正に伴い、毎年１回、事業所の現状について調査票を提出

した。 

（２）訪問介護事業 

ア 訪問介護サービス 

     ケアマネジャーが作成した居宅サービス計画に基づき、利用者の意向を踏まえて訪問

介護計画を作成し、訪問介護サービス（身体介護・生活援助）及び日常生活に必要な相

談・援助活動を提供した。 

     また、介護保険制度の改正に伴い、事業所の資質向上と介護報酬の増額を目的に平成

２１年度から特定事業所加算（Ⅱ）を取得した。これに伴い、全従事者に個別研修を実

施するとともに、ヘルパーに移動手当の支給や健康診断を実施した。 

イ 介護保険訪問介護事業利用件数等 

区分 
訪問型Ａ 要介護 保険外 延べ利用 

回  数 

延べ利用 

時  間 人数 回数 人数 回数 人数 回数 

４月 １２ ６０ ２５ ２９１ ２ ４ ３５５ ３３９．０ 

５月 １１ ５９ ２５ ２４５ ２ ７ ３１１ ３１７．０ 

６月 １３ ６３ ２４ ３１１ ３ ６ ３８０ ３１０．５ 
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７月 １５ ７１ ２２ ２３７ ３ １１ ３１９ ３１６．５ 

８月 １４ ６２ ２３ ２２５ ３ １０ ２９７ ２９８．５ 

９月 １２ ５１ ２４ ２５４ ４ １０ ３１５ ３０８．５ 

１０月 １４ ５７ ２４ ２４１ ３ ５ ３０３ ３０７．０ 

１１月 １４ ６６ ２３ ２３７ ３ ９ ３１２ ３１０．０ 

１２月 １４ ６４ ２１ ２０４ ４ ９ ２７７ ２７５．５ 

１月 １６ ６３ ２２ ２１３ ５ １０ ２８６ ２８４．０ 

２月 １６ ６３ ２３ ２１５ ６ １１ ２８９ ２８６．５ 

３月 １５ ７２ ２４ ２５５ ７ １０ ３３７ ３４２．５ 

合 計 １６６ ７５１ ２８０ ２９２８ ４５ １０２ ３７８１ ３６９５.５ 

月平均 １３．８ ６２．６ 23.3 ２４４ ３．７５ ８．５ ３１５ ３０８.０ 

※注１ 利用回数及び利用時間には、保険適用外サービスの利用者数も含めている。 

ただし、保険適用サービスの利用者と重複しているため、延べ人数には含まない。 

ウ 訪問介護員（ホームヘルパー）定例会 秋川ふれあいセンター 

     ヘルパーの資質向上と事務局からの連絡事項等の周知を目的に毎月末に開催した。 

     なお、今年度は、新型コロナウイルス感染拡大の影響により、７月、８月、１月期は、

集合形式を取りやめ個別対応とした 

（ア）第１回 令和４年４月２８日（木） 出席者１４人 

   資格取得費用等の助成について 他 

（イ）第２回 令和４年５月３１日（火） 出席者１１人 

   職員健康診断の実施について 他 

（ウ）第３回 令和４年６月３０日（木） 出席者１０人 

   同居者等が新型コロナウイルス感染症に感染した場合の濃厚接触者の取扱い 

について 他 

（エ）第４回 令和４年７月２９日（金） 個別対応 

   介護サービス事業所（施設以外）の従業者のワクチン接種（４回目）について 

   腸内細菌検査の実施について 他 

（オ）第５回 令和４年８月３１日（水） 個別対応 

   ハーシスの活用について【情報提供】 

   抗原検査キットの配布について【情報提供】他 

（カ）第６回 令和４年９月３０日（金） 出席者１１人 

   最低賃金の改正にともなう移動手当の変更について 

   伝達研修 「依存症と女性の回復」研修報告 他 

（キ）第７回 令和４年１０月３１日（月） 出席者 ７人 

   調理実習 和風豆腐ハンバーグ 千切りイリチ マカロニサラダ 他 

（ク）第８回 令和４年１１月３０日（水） 出席者１２人 

   研修「フレイル予防のお話」講師 ダスキンヘルスレント多摩ステーション 他 

（ケ）第９回 令和４年１２月２７日（火） 出席者８人 

   令和４年度分源泉徴収票の配布について 

   令和５年度職員の継続雇用に伴う書類の提出等について 他 

（コ）第１０回 令和５年１月３１日（火） 出席者１２人 

   労災保険（労働者災害補償保険）について ストレスチェックの結果について  

   新年顔合わせ会 他 

（サ）第１１回 令和５年２月２８日（火） 出席者１０人 

   リスクマネジメント研修～ヒヤリハット報告から考える～  

   動画視聴とグループワーク 他 
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（シ）第１２回 令和５年３月３１日（金） 出席者１４人 

   ヘルパーの入職について  あきる野市からの業務委託について 

   令和５年度年次有給休暇の付与について 他 

エ ヘルパーミーティング 

     新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止とした。 

オ 職員研修等 

     特定事業所加算（Ⅱ）の取得に伴い、管理者及びサービス提供責任者をはじめ、全ヘ

ルパーがそれぞれ研修を受講した。（ＷＥＢ研修を含む） 

受講内容等   「人にやさしい介護技術」 

            「消費者生活トラブルを防止するための講座」 

            「フレイル予防～フレイルってなに？自宅で出来る運動～」 

「移乗の技術」他 

カ 事業所内ケース検討会 

利用者の身体状況等に大きな変化があった時や、ヘルパー相互の共通理解等を目的に、

サービス提供責任者を中心として実施した。 

キ 介護保険サービス事業者ネットワーク作り 

     居宅介護支援事業同様、あきる野市介護事業者連絡協議会の会員となり、同協議会の

事務局業務を担った。 

ク 介護サービス情報の公表制度の調査票提出 

居宅介護支援事業と同様、平成１８年の介護保険法改正に伴い事業所の現状について

調査票を提出した。 

ケ 養育支援訪問事業（あきる野市からの受託事業） 

児童の養育が困難な家庭を対象に育児支援ヘルパーを派遣し、その家庭において家事

や育児等の日常生活に必要な援助を行った。 

（ア）利用状況 

区 分 利用者数（人） 延べ利用回数（回） ヘルパー数（人） 延べ利用時間（時間） 

４月 ０ ０ ０ ０ 

５月 １ ２ １ ２ 

６月 １ ３ １ ３ 

７月 １ ３ １ ３ 

８月 ３ １３ ４ ２３ 

９月 ２ １３ ３ ２１ 

１０月 ２ １２ ３ １２ 

１１月 ０ ０ ０ ０ 

１２月 ０ ０ ０ ０ 

１月 ０ ０ ０ ０ 

２月 ０ ０ ０ ０ 

３月 ０ ０ ０ ０ 

合 計 １０ ４６ １３ ６４ 

月平均 ０.８ ３.９ １.１ ５.３ 

前年度利用者合計１０人（月平均０.８人） 

延べ利用回数３７回（月平均３.１回） 

ヘルパー数１６人（月平均１.３人） 
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利用時間６４時間（月平均５.３時間） 

（イ）あきる野市担当課との情報交換 

 実施日 令和５年３月９日（木） 

 内 容 ・意見交換 

     ・令和５年度の業務委託契約について 

コ 養育支援訪問事業多胎児家庭育児サポーター派遣事業（あきる野市からの受託事業） 

多胎の子を妊娠中または養育している家庭に対して、多胎児家庭育児サポーターを派遣       

し、家事、育児等に関する支援を行った。 

   （ア）利用状況 

区 分 利用者数（人） 延べ利用回数（回） ヘルパー数（人） 延べ利用時間（時間） 

４月 ２ １３ ３ ２６ 

５月 ３ １４ ３ ２９ 

６月 ３ ２０ ３ ４０ 

７月 ２ １０ ３ ２０ 

８月 ２ １３ ３ ２６ 

９月 ２ １３ ３ ２８ 

１０月 ２ １１ ３ ２３ 

１１月 ２ １１ ３ ２３ 

１２月 １ ６ １ １３ 

１月 ２ ５ ３ １０ 

２月 ２ ５ ３ １０ 

３月 ２ １０ ２ ２１ 

合 計 ２５ １３１ ３３ ２６９ 

月平均 ２.１ １０．９ ２.８ ２２.４ 

前年度利用者合計１６人（月平均１.３人） 

延べ利用回数８５回（月平均７.１回） 

ヘルパー数２７人（月平均２.３人） 

利用時間１５２時間（月平均１２.６時間） 

（イ）あきる野市担当課との情報交換 

      養育支援訪問事業と同様に実施した。 

サ ひとり親家庭ホームヘルプ事業（あきる野市からの受託事業） 

            日常生活を営むのに支障が生じているひとり親家庭を対象に、その生活を支援するホ

ームヘルパーを派遣し、生活の安定を図るために必要な援助を行った。 

   （ア）利用状況 

区 分 利用者数（人） 延べ利用回数（回） ヘルパー数（人） 延べ利用時間（時間） 

４月 １ ３ １ ６ 

５月 １ ４ ２ ８ 

６月 １ ５ ２ １０ 

７月 １ ５ ２ １０ 

８月 １ ４ ２ ８ 

９月 １ ４ ２ ８ 

１０月 １ ４ ２ ８ 

１１月 １ ４ ２ ８ 

１２月 １ ５ ２ １０ 
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１月 １ ４ ２ ８ 

２月 １ ５ ２ １０ 

３月 １ ４ ２ ８ 

合 計 １２ ５１ ２３ １０２ 

月平均 １.０ ４.３ １.９ ８.５ 

前年度利用者合計１２人（月平均１.０人） 

延べ利用回数３８回（月平均３.２回） 

ヘルパー数１６人（月平均１.３人） 

利用時間７６時間（月平均６.３時間） 

（イ）あきる野市担当課との情報交換 

養育支援訪問事業と同様に実施した。 

（３）障害福祉サービス事業 

ア 居宅介護・移動支援サービス 

障害者総合支援法に基づく居宅介護計画を利用者の意向に基づき作成し、居宅介護、

重度訪問介護サービス（身体介護や家事援助等）及び同行援護（重度視覚障害者に対す

る外出支援）とともに、地域支援事業として、外出介護・外出支援を提供した。併せて、

日常生活に必要な相談・援助活動を提供した。 

また、訪問介護事業同様、障害者総合支援法の改正に伴い、事業所の資質向上と介護

報酬の増額を目的に平成２１年度から特定事業所加算（Ⅱ）を取得した。これに伴い、

全従事者に個別研修を実施するとともに、ヘルパーに移動手当の支給や健康診断を実施

した。 

イ 障害者総合支援法居宅介護事業・移動支援事業利用件数等 

区 分 
居宅介護 移動支援事業 延べ利用 

人  数 

延べ利用 

回  数 
利用時間数 

人数 回数 人数 回数 

４月 ２６ １４６ １５ ５７ ４１ ２０３ ３５４．５ 

５月 ２５ １４５ １５ ５７ ４０ ２０２ ３４６．５ 

６月 ２５ １３０ １５ ４７ ４０ １７７ ３１９．５ 

７月 ２４ １２７ １３ ４４ ３７ １６４ ３０１．５ 

８月 ２０ １０９ １１ ３１ ３１ １４０ ２３３．５ 

９月 ２５ １２８ １３ ４７ ３８ １７５ ３０２．５ 

１０月 ２５ １２０ １７ ７７ ４２ １９７ ３３６．５ 

１１月 ２３ １１６ １５ ７０ ３８ １８６ ３２３．０ 

１２月 ２２ １１３ １５ ５２ ３７ １６５ ２９０．５ 

１月 ２３ １０６ １３ ５１ ３６ １５７ ２８７．０ 

２月 ２２ １０５ １４ ４７ ３６ １５２ ２７１．５ 

３月 ２２ １２０ １５ ５７ ３７ １７７ ３３９．０ 

合 計 ２８２ １４６５ １７１ ６３７ ４５３ ２０９５ ３７０５.５ 

月平均 ２３.５ １２２．０ １４．３ ５３．１ ３７.８ １７４．６ ３０８.８ 

※ 居宅介護には、重度訪問介護と同行援護を含む。 

ウ 居宅介護員（ホームヘルパー）定例会等 

居宅介護員（ホームヘルパー）定例会、ヘルパーミーティング、職員研修、事業所内ケ

ース検討会については、訪問介護事業と一体的に実施しているため、訪問介護事業の項

を参照のこと。 

 



 31 

エ その他の業務 

     社協ケアセンターでは、訪問介護事業と障害福祉サービス事業を一体的に運営してい

るため、ホームヘルパー定例会やケース検討会、職員研修等の各項目については、前記、

訪問介護の項を参照のこと。 

（４）社会貢献活動 

企業や学校等から依頼があり、地域の社会貢献活動として協力した。 

 ア 講演「介護保険制度について」 

実施日 令和４年６月２日（木） 

      場 所 秋川ふれあいセンター 第１会議室 

      人 数 ４人 

   イ 講演「社会福祉協議会の仕事の実際」 

実施日 令和４年６月１５日（水） 

      場 所 大妻女子大学 講堂 

      人 数 ８５人 

（５）あきる野市介護事業者連絡協議会事務局業務 

市内において介護保険サービスを提供する１１７事業所（会員）の事務局として、会員

間の連携・補完、介護サービスの安定的な供給体制作り、情報の共有及びサービスの質の

向上等に取り組んだ。また、あきる野市の主管課や地域包括支援センター、医師会等と連

携を図るための業務を行った。 

 

４ こすもす福祉作業所運営事業（決算 P112） 

利用者が自立した日常生活及び社会生活を営むことができるよう、障害者総合支援法に基

づく就労継続支援Ｂ型事業及び生活介護事業を実施した。 

（１）施設運営事業 

ア  会議等 

（ア）保護者会 

実施日 ４月、９月に実施 

内 容  事業報告、作業行事予定、情報・意見交換等 

   （イ）職員ミーティング 

実施日 毎日実施（利用者帰宅後） 

      内 容 支援方法、作業進捗状況確認等 

（ウ）職員会議  

実施日 重要な検討事項があった場合等適宜実施（４月、７月、９月、１２月、   

１月、２月） 

内 容  支援方法の検討、行事の企画調整、マニュアルの見直し等を行った。 

   （エ）職員研修 

     ａ 「障害福祉専門職向け 認知症の理解」（３施設合同） 

実施日 令和４年８月２３日（火） 

場 所 秋川ふれあいセンター ふれあいホール 

     ｂ 「施設・事業所における障害者虐待の防止と対応について」 

実施日 令和５年１月３１日（火） 

場 所 秋川ふれあいセンター 第１会議室及びオンライン 

※事業所の職員への伝達研修として実施した。 

   （オ）虐待防止委員会 

      実施日 令和４年４月１９日（火） 

      場 所 秋川ふれあいセンター 第１～第３会議室 

      内 容 委員会委員の委嘱・任命、虐待防止委員会設置規程、虐待防止等のための  
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指針・マニュアルの確認、各施設からの報告を行った。 

イ  健康管理 

   （ア）内科健診（月１回実施） 

      嘱託医である小机クリニックの医師により内科健診を実施した。 

（イ）健康診断（実施日 令和４年７月２５日（月）） 

 ふれあいセンター（日の出ヶ丘病院へ委託）にて健康診断を実施した。 

   （ウ）歯科健診（実施日 令和４年１０月２０日（木）） 

      澤田歯科医院にて歯科健診を実施した。 

（エ）血圧測定（毎週金曜日） 

 利用者の健康維持管理を目的に、毎週金曜日に血圧測定を実施した。 

（オ）体重測定（月１回実施） 

 利用者の健康維持管理を目的に、月に１回体重測定を実施した。 

ウ  新型コロナウイルス感染症の対策 

利用者及び職員の検温を毎日実施するとともに、感染予防対策として手指消毒やマス

クの着用を行った。また、密集、密接、密閉を避け、施設内や送迎車内をアルコール等で

清掃を実施しながら、平常どおり運営を行った。 

エ 実習生・研修生等の受入れ 

（ア）相談援助実習生の受入れ 

期       日 内       容 

８月２２日（月）、２４日（水）、

９月１日（木） 
白梅学園大学 １人 

令和５年 

２月６日（月）、９日（木） 
白梅学園大学 １人 

（イ）就業体験の受入れ 

期     間 内       容 

６月２９日（水）～７月１日（金） あきる野市立西中学校 ２人 

１１月９日（水）～１１日（金） あきる野市立東中学校 ２人 

オ 開所日数及び利用実績 

      利用者 １８人（令和５年３月３１日現在） 

      年間開所日数          ２４２日 

（新型コロナウイルス感染予防のため１日間閉所した） 

     年間延べ利用者数      ３，７０５人（在宅支援延べ利用者数２１７人） 

（内訳）就労継続支援Ｂ型  ２，０３８人 

生活介護      １，６６７人 

（２）生産事業 

自主製品の製造・販売、企業等からの受注作業、資源回収を行い、１，７５７，０２２円

の収入があった。収益は、材料費等（計１３８，８７８円）を差引き、利用者の作業時間数

等を基に工賃（計１，６１８，１４４円）を配分した。 

（工賃内訳）就労継続支援Ｂ型   １，２８１，８９５円 

生活介護         ３３６，２４９円 

ア  草木染製品等自主製品の製造・販売 

利用者が草木染、泥染をしたハンカチ、ショール等を作業所等にて販売した。 

（ア）こすもす福祉作業所 

こすもす福祉作業所内において草木染製品、泥染製品等の自主製品の販売を購入希
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望者に対し、年間通じて販売した。 

   （イ）わんダフルネイチャーヴィレッジ 

      東京サマーランド「わんダフルネイチャーヴィレッジ」において、草木染製品、泥 

染製品等の自主製品を委託販売した。 

（ウ）福祉喫茶もろこし畑 

      福祉喫茶もろこし畑において、草木染製品、泥染製品等の自主製品の展示、委託販 

売した。 

   （エ）あきる野市産業祭 

      あきる野市産業祭において、草木染製品、泥染製品等の自主製品の販売をした。 

   （オ）西多摩ブロック障害者施設連絡会 

      西多摩ブロック障害者施設連絡会主催の学習会（映画視聴）時に、参加者に対し草

木染製品、泥染製品等の自主製品の販売をした。 

イ  就労継続支援Ｂ型 

（ア）建材用紙袋加工作業 

       市外事業者から紙袋のビニール出し、袋折り作業、紙袋加工作業を受注した。 

 （イ）写真撮影スタジオ用アルバム等封入用箱作り作業、デコレーションカードケース作

製作業 

    市外事業者から箱折り作業、デコレーションカードケースを作製する作業を受注し

た。 

 （ウ）アルミ缶整理作業 

    市内協力者からアルミ缶を回収して整理・分別し、引取業者へ販売する作業を、 

年間通じて実施した。 

（エ）赤い羽根共同募金赤い羽根封入作業 

    東京都共同募金会あきる野地区協力会事務局より、赤い羽根封入作業を受注した。 

  （オ）ティッシュチラシ封入作業 

    あきる野市障がい者団体連絡協議会、あきる野市役所障がい者支援課からポケット

ティッシュにチラシを封入する作業を受注した。 

 （カ）ハセツネカップ景品作成作業 

    ハセツネカップからトートバッグにスタンプを押す作業を受注した。 

 （キ）紙バンド加工作業 

    市外事業者から紙バンドの加工作業を受注した。 

 （ク）ケント紙封入作業 

    市外事業者からケント紙を封入する作業を受注した。 

 （ケ）花火大会ポスター作製作業、アマビエ札製作作業、醤油瓶へのラベル貼り作業 

   市内自治会から花火大会のポスターを作成する作業、行事で使用するアマビエ札製

作の作業、醤油瓶へのラベル貼り作業を受注した。 

ウ  生活介護 

（ア）建材用紙袋加工作業 

       市外事業者から紙袋加工作業を受注した。 

（イ）写真撮影スタジオ用アルバム等封入用箱作り作業、デコレーションカードケース作 

   製作業 

   市外事業者から箱折り作業、デコレーションカードケースを作製する作業を受注し

た。 

（ウ）アルミ缶整理作業 

   市内協力者からアルミ缶を回収して整理・分別し、引き取り業者へ販売する作業を、

年間通じて実施した。 
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（エ）赤い羽根共同募金赤い羽根封入作業 

   東京都共同募金会あきる野地区協力会事務局より、赤い羽根封入作業を受注した。 

（オ）ティッシュチラシ封入作業 

    あきる野市障がい者団体連絡協議会、あきる野市役所障がい者支援課からポケット

ティッシュにチラシを封入する作業を受注した。 

（カ）ハセツネカップ景品作成作業 

    ハセツネカップからトートバッグにスタンプを押す作業を受注した。 

（キ）花火大会ポスター作製作業、アマビエ札製作作業、醤油瓶へのラベル貼り作業 

   市内自治会から花火大会のポスターを作成する作業、行事で使用するアマビエ札製

作の作業、醤油瓶へのラベル貼り作業を受注した。 

（ク）古紙整理作業 

   市内協力者から牛乳パック、段ボールを回収して整理・分別し、引取業者へ販売す

る作業を、年間通じて実施した。 

（３）社会化適応事業 

ア  音楽教室 

  利用者が豊かな表現力を身につけるよう、講師を招いて音楽教室を１２回実施した。 

イ  体操教室 

  利用者の体力の増進を目的として、講師を招いて体操教室を８回実施した。 

ウ  バスハイク 

     利用者の社会体験の充実を図ることや公の場でのマナー等を学習するために年１回実

施する計画であったが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止とした。 

 エ 外出行事 

     利用者の余暇活動として、外出行事を実施する計画であったが、新型コロナウイルス 

感染拡大防止のため中止とした。 

   オ  ３施設合同行事 

（ア）３施設合同作品展 

  実施期間 令和５年１月１６日（月）～２月１５日（水） 

場   所  秋川ふれあいセンター ふれあい広場 

内  容 日中活動等で制作した作品を展示した。 

カ 地域貢献活動 

  地域交流や地域貢献を目的として、あすなろ保育園の園児が使用する下駄場掃除を 

予定していたが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止とした。 

キ 西多摩ブロック障害者施設連絡会行事 

（ア）「ドキュメンタリー映画 道草」の視聴による学習会 

実施日 令和５年１月２８日（土） 

     場 所 秋川ふれあいセンター ふれあいホール 

   （イ）パフォーマンスグループ「マウンテンズ」による演目の鑑賞 

  実施日 令和５年３月１０日（金） 

場  所  秋川ふれあいセンター ふれあいホール 

スポーツ交流会は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止とした。 
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ク その他の行事 

（ア）市内事業所等から依頼のあった作品展への草木染品等展示 

期       間 場       所 

１２月２日（金）～８日（木） あきる野市役所コミュニティーホール 

 

５ 希望の家・ひばり分室運営事業（あきる野市からの指定管理業務）（決算 P128） 

利用者が自立した日常生活及び社会生活を営むことができるよう、障害者総合支援法に基

づく生活介護事業を実施した。 

（１）希望の家運営事業 

  ア 施設運営事業 

（ア）会議等 

ａ 保護者会 

実施日 ４月、６月、８月、１０月、１２月、３月に実施 

     内 容  令和４年度職員体制、活動報告、活動予定、情報・意見交換等 

ｂ 職員ミーティング 

       実施日 毎日実施（利用者帰宅後） 

       内 容 支援方法、活動進捗情報確認等 

ｃ 職員会議 

実施日 ４月、５月、７月、９月、１１月、１月、３月に実施 

     内 容  利用者の対応について、事業内容の検討及び確認等 

ｄ  職員研修 

実施日 令和４年８月２３日（火） 

場 所 秋川ふれあいセンター ふれあいホール 

        内 容 「障害福祉専門職向け 認知症の理解」（３施設合同） 

e  虐待防止委員会 

       実施日 令和４年４月１９日（火） 

       場 所 秋川ふれあいセンター 第１～第３会議室 

       内 容 委員会委員の委嘱・任命、虐待防止委員会設置規程、虐待防止等のた 

めの指針・マニュアルの確認、各施設からの報告を行った。 

（イ）健康管理 

ａ 内科健診（月１回実施） 

       嘱託医である小机クリニックの医師により内科健診を実施した。 

ｂ 健康診断（実施日 令和４年７月２５日（月）） 

    ふれあいセンター（日の出ヶ丘病院へ委託）にて、利用者の健康診断を実施した。 

ｃ  歯科健診（実施日 令和４年１０月２１日（金）） 

        麻沼歯科医院にて歯科健診を実施した。 

ｄ 血圧測定 

    利用者の健康維持管理を目的に、週２回（看護師出勤日）血圧測定を実施した。 

ｅ 体重測定  

  利用者の健康維持管理を目的に、月に１回体重測定を実施した。 

    （ウ） 新型コロナウイルス感染症への対策 

              利用者及び職員の検温を毎日実施するとともに、３つの密（密集、密接、密閉）を

避け、施設内の定期的な換気と手指消毒やマスクの着用を行った。また、施設内や

送迎車内をアルコール等で清掃を実施し、感染予防対策の取組を徹底しながら平常

どおり運営を行った。 

（エ） 実習生・研修生等の受入れ 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止とした。 
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（オ） 開所日数及び利用実績 

    利用者 １３人（令和５年３月３１日現在） 

    年間開所日数        ２４３日 

年間延べ利用者数    ２，９４０人 

イ 作業・訓練 

（ア）生活訓練 

希望の家の生活を通じて、挨拶・衣類の着脱、食事、排泄等の自立を促した。 

（イ）歩行訓練 

体力維持及び健康増進を目的とし、歩行訓練を実施した。 

   （ウ）環境整備 

社会参加を目的とし、希望の家周辺の植栽や清掃などの美化活動を行った。 

ウ 生産事業 

利用者の社会的自立や日常生活充実のため、企業からの受注作業等の作業活動を行い、

７４，４３０円の収入があった。収益は、必要経費を控除した金額を、作業参加回数を基

に工賃として利用者に配分した。 

（ア）アルミ缶回収事業 

市内協力者からアルミ缶を回収して整理・分別し、引取業者へ販売する作業を、 

年間通じて実施した。 

（イ）バザー出店事業 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止とした。 

（ウ）受注作業 

（株）アイ・シー・エスからシール貼り作業等を受注した。 

野辺八雲神社氏子会から、ご宝銭作成作業を受注した。 

エ 社会化適応事業 

（ア）音楽教室 

利用者が音楽を通して、豊かな表現力を身に着けるよう、講師を招いて音楽教室を

１２回実施した。 

（イ）体操教室 

      利用者の体力増進を目的として、講師を招いて体操教室を１２回実施した。 

     （ウ）美術教室 

      気持ちの安定、自己表現を養うことを目的として講師を招いて美術教室を６回実施

した。 

（エ）バスハイク 

利用者の社会体験の充実を図ることや公の場でのマナー等を学習するために年１回

実施する計画であったが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止した。 

（オ）外出行事 

利用者の余暇活動として、外出行事を実施する計画であったが、新型コロナウイル

ス感染拡大防止のため中止とした。 

（カ）３施設合同行事 

ａ ３施設合同作品展 

実施日 令和５年１月１６日（月）～２月１５日（水） 

場  所  秋川ふれあいセンター ふれあい広場 

内 容 日中活動等で制作した作品を展示した。 

（キ）西多摩ブロック障害者施設連絡会行事 

  ａ 「ドキュメンタリー映画 道草」の視聴による学習会 

実施日 令和５年１月２８日（土） 
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場 所 秋川ふれあいセンター ふれあいホール 

     ｂ パフォーマンスグループ「マウンテンズ」による演目の鑑賞 

実施日 令和５年３月１０日（金） 

場  所  秋川ふれあいセンター ふれあいホール 

スポーツ交流会は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止とした。 

（ク）その他の行事 

ａ 希望の家秋まつり 

       実施日 令和４年１０月２６日（水） 

  内 容 手作り神輿の巡行や、お菓子やジュースを用意することにより、祭りや

縁日の雰囲気を楽しむことを目的に実施した。 

ｂ 他の事業所等から依頼のあった作品展等への展示 

期       間 場       所 

１２月２日（金）～８日（木） あきる野市役所コミュニティーホール 

（２）ひばり分室運営事業 

ア 施設運営事業 

（ア）会議等 

ａ 保護者会 

 実施日 ４月、９月、１月に実施 

内 容  活動予定、情報・意見交換等 

ｂ 職員ミーティング  

実施日 毎日実施（利用者帰宅後） 

       内 容 支援方法、活動進捗状況確認等 

ｃ 職員会議  

実施日 ５月、６月、８月、１１月、１月、３月に実施 

     内 容  利用者の対応について、事業内容の検討及び確認等 

ｄ 職員研修  

実施日 令和４年８月２３日（火） 

場 所 秋川ふれあいセンター ふれあいホール 

       内 容 「障害福祉専門職向け 認知症の理解」（３施設合同） 

     ｅ 事業所内職員研修 

       実施日 ４月、７月、９月、１１月、２月 

       場 所 ひばり分室 

       内 容 意思決定支援について、虐待防止マニュアルの確認(虐待防止チェックリ

スト実施)、嘔吐時の対応、不審者・防犯対策講座(伝達研修) 

ｆ 虐待防止委員会 

実施日 令和４年４月１９日（火） 

場 所 秋川ふれあいセンター 第１～第３会議室 

内 容 委員会委員の委嘱・任命、虐待防止委員会設置規程、虐待防止等のた 

めの指針・マニュアルの確認、各施設からの報告を行った。 

（イ）健康管理 

ａ 内科健診（月１回実施） 

  嘱託医である小机クリニックの医師により内科健診を実施した。 

ｂ 健康診断（実施日 令和４年７月２５日（月）） 

   ふれあいセンター（日の出ヶ丘病院へ委託）にて、利用者の健康診断を実施した。 

ｃ 歯科健診（実施日 令和４年１０月２１日（金）） 

中井歯科にて歯科健診を実施した。 
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ｄ 血圧測定 毎週木曜日 

 利用者の健康維持管理を目的に、毎週木曜日に血圧測定を実施した。 

ｅ 体重測定  

  利用者の健康維持管理を目的に、月に１回体重測定を実施した。 

(ウ) 新型コロナウイルス感染症への対策 

利用者及び職員の検温を毎日実施するとともに、感染予防対策として手指消毒やマ

スクの着用を行った。また、密集、密接、密閉を避け、施設内や送迎車内をアルコー

ル等で清掃を実施しながら、平常どおり運営を行った。 

（エ）実習生・研修生等の受入れ 

 ａ 相談援助実習の受入れ 

期  間 、 期  日 内     容 

８月１５日（月）～１６日（火） 白梅学園大学 １人 

令和５年２月１０日（金） 白梅学園大学 １人 

      ｂ 職場体験の受入れ 

期     間 内     容 

７月５日（火）～７月７日（木） 都立秋留台高校 ２人 

（オ）開所日数及び利用実績 

       利用者 ７人（令和５年３月３１日現在） 

       年間開所日数     ２４３日 

       年間延べ利用者数 １，３８０人 

イ 作業・訓練 

   （ア）生活訓練 

ひばり分室の生活を通じて、挨拶、衣類の着脱、食事、排泄等の自立を促した。 

（イ）歩行訓練 

体力維持及び健康増進を目的とし、歩行訓練を実施した。 

   （ウ）環境整備 

社会参加を目的とし、秋川ふれあいセンター周辺の植栽や清掃などの美化活動を 

行った。 

ウ 社会化適応事業 

（ア）音楽教室 

利用者が音楽を通して、豊かな表現力を身に着けるよう、講師を招いて音楽教室を

１２回実施した。 

（イ）体操教室 

      利用者の体力増進を目的として、講師を招いて体操教室を５回実施した。 

     （ウ）美術教室 

      気持ちの安定、自己表現を養うことを目的として講師を招いて美術教室を６回実施

した。 

（エ）バスハイク 

   利用者の社会体験の充実を図ることや公の場でのマナー等を学習するために年１回

実施する計画であったが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止とした。 

（オ）外出行事 

      利用者の余暇活動として、外出行事を実施する計画であったが、新型コロナウイル 

ス感染拡大防止のため中止とした。 

（カ）３施設合同行事 

ａ ３施設合同作品展 
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実施日  令和５年１月１６日（月）～２月１５日（水） 

場  所  秋川ふれあいセンター ふれあい広場 

内 容 日中活動等で制作した作品を展示した。 

（キ）西多摩ブロック障害者施設連絡会行事 

  ａ 「ドキュメンタリー映画 道草」の視聴による学習会 

実施日 令和５年１月２８日（土） 

場 所 秋川ふれあいセンター ふれあいホール 

  ｂ パフォーマンスグループ「マウンテンズ」による演目の鑑賞 

実施日 令和５年３月１０日(金) 

場 所 秋川ふれあいセンター ふれあいホール 

スポーツ交流会は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止とした。 

   （ク）その他の行事 

       市内事業所等から依頼のあった作品展への施設紹介パネル等展示 

期       間 場       所 

１２月２日（金）～８日（木） あきる野市役所コミュニティーホール 

 

第２ 公益事業（決算 P144） 

１ 地域包括支援センター事業（決算 P149） 

（１）地域包括支援センター事業（五日市はつらつセンター）の運営（あきる野市からの受託事業） 

あきる野市西部地区を担当する地域包括支援センター事業をあきる野市から受託し、地域

住民の健康及び福祉の向上並びに介護予防を包括的に進める中核的機関として、地域の高齢

者及びその家族が安心して暮らせるよう相談援助業務を中心に事業を実施した。 

ア 包括的支援事業等の実施 

あきる野市、東部及び中部高齢者はつらつセンター、関係機関及び地域の関係者等と

の連携を強化し、事業を実施した。 

（ア）介護予防ケアマネジメント業務 

あきる野市西部地区の介護予防把握事業の対象者が要介護状態になることを予防す

るため、必要な援助を行った。 

（イ）総合相談支援業務 

あきる野市西部地区における高齢者の相談窓口として、総合相談を受け付け、困難

ケースについては、係内で情報を共有化し、チームアプローチを強化するとともに、

併せて各関係者とも連携して継続的な支援を行った。 

総合相談受付件数 延べ２，７１５件 

（ウ）権利擁護業務 

東部及び中部高齢者はつらつセンター、市の各担当部署及び各関係者と連携を図り、

専門的・継続的な視点からあきる野市西部地区の高齢者の権利擁護のため、必要な支

援を行った。 

ａ 成年後見制度の活用促進  

相談者数９人に対し、延べ１８回の相談を受け付けた。 

   ｂ 高齢者専門法律相談の実施 

実施回数 ６回 相談者数 １４人 

ｃ 高齢者虐待への対応  

通報のあった人数 １２人 虐待と捉えた人数 ７人 

関係者会議の開催 １０回 

ｄ 困難事例への対応 

事例数 ８件 延べ対応回数 １３回 関係者会議の開催 ０回 
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ｅ 消費者被害防止の対応  

相談者数 ２人 

ｆ その他 

（ａ）権利擁護関連講座の開催 

  ①「『終活』のはじめ方」 

実施日 令和４年９月２２日（木） 

場 所 あきる野ルピア 産業情報研修室 

対 象 市民 

参加者 ２０人 

       ②「高齢者の消費生活トラブル早期発見のために」 

        実施日 令和４年１２月８日（木） 

        場 所 あきる野市役所 ５０３、５０４会議室 

        対 象 専門職 

        参加者 ２２人 

（ｂ）あきる野市高齢者虐待防止ネットワーク会議への出席（書面開催） 

（ｃ）その他、高齢者の権利擁護に関するパンフレットの配布等周知を行った。 

（エ）包括的・継続的ケアマネジメント支援業務 

    介護支援専門員、サービス事業者、民生委員及びふれあい福祉委員等とのネットワ

ークの構築を図るとともに、東部及び中部高齢者はつらつセンターと連携し、介護支

援専門員への支援、サポート研修を実施した。 

ａ 包括的・継続的なケア体制の構築 

       保健・医療・福祉等多様な関係機関との地域の支援体制を構築する会議、連絡会

等に参加し、これらの機関とのネットワークづくりに努めた。 

・あきる野市医療・介護地域連携検討委員会等 

ｂ 地域における介護支援専門員のネットワークの活用 

・あきる野市介護事業者連絡協議会居宅介護支援事業者部会等への参加 

ｃ 介護支援専門員からの日常的相談への対応等 

（ａ）介護支援専門員からの相談件数 ４０件 延べ８０回 

（ｂ）介護支援専門員への研修企画等の実施 

 

①あきる野市主任介護支援専門員連絡会 

 実施日 令和４年８月３０日（火） 

 場 所 オンライン形式で開催 

 参加者 ２３人 

②「ケアマネジメントにＩＣＦを活かそう～個別事例を通して 

『私たちの地域』を考えるために」 

        実施日 令和４年９月２１日（水） 

        場 所 オンライン形式で開催 

        参加者 １３事業所２７人 

        講 師 小島 操 氏 

③地域支援人材育成研修会（あきる野市医療・介護地域連携支援センター・ 

あきる野市地域連携型認知症疾患医療センター共催 動画配信） 

実施期間 令和５年２月１日（水）～２月２８日（火） 

ｄ 支援困難事例への指導・助言対応等 

・地域ケア個別会議の実施 ２回 相談件数 ４件 

・自立支援型地域ケア個別会議 ２回 相談件数 ４件 

・圏域別地域ケア会議 １回 検討課題３件 

・困難事例対応 ３件 延べ８件 
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・支援困難事例を居宅介護支援事業所へ依頼した件数 ４件 

イ 任意事業の実施 

     地域の高齢者が住みなれた地域でその人らしい生活を継続できるように、介護者等に

地域の実情に応じた必要な事業を行った。 

（ア）認知症高齢者見守り事業（認知症サポーター養成講座） 

  ａ 第１回 

    実施日 令和４年６月２５日（土） 

    場 所 五日市地域交流センター 

    対 象 市民 

    参加者 ６人 

  ｂ 第２回 

    実施日 令和４年１２月１９日（月） 

    場 所 増戸小学校 

    対 象 増戸小学校職員等 

参加者 １０４人 

     ｃ 第３回 

       実施日 令和５年１月１７日（火） 

       場 所 増戸中学校 

       対 象 増戸中学校職員等 

       参加者 ７６人 

     ｄ 第４回 

       実施日 令和５年２月２２日（水） 

       場 所 あきる野市役所別館 第２会議室 

       対 象 あきる野市職員 

       参加者 ２４人 

     ｅ 第５回 

       実施日 令和５年３月２日（木） 

       場 所 五日市会館 

       対 象 五日市中学校 

       参加者 ７０人 

（イ）認知症家族会への支援 

ａ 認知症高齢者の家族の会への参加 

ｂ 認知症高齢者の家族会の周知などの支援を行った。 

（ウ）介護教室等の実施（市内３センターとの協力事業） 

ａ 介護教室（実施回数９回のうち３回を主担当として実施） 

（ａ）「フレイル予防～フレイルってなに？自宅でできる運動～」 

  実施日 令和４年８月２４日（水） 

  場 所 あきる野ルピア 産業情報研修室 

  講 師 福祉用具事業者 

  参加者 １６人 

（ｂ）「介護者からみた認知症～聞いて、話して、共有する～」 

  実施日 令和４年１１月２４日（木） 

  場 所 あきる野ルピア 産業情報研修室 

  講 師 認知症家族の会 

  参加者 ７人 

（ｃ）「意思決定について考える～『その人らしさ』を大切にするために～」 

  実施日 令和５年２月２２日（水） 
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  場 所 あきる野ルピア 産業情報研修室 

  講 師 社会福祉士 

  参加者 １１人 

     ｂ 市民向け介護予防講座等 

（ａ）「元気で長生きする３か条」 

  実施日 令和４年７月２日（土） 

  場 所 小中野会館 

  対 象 小中野ときわ会 

  参加者 ４８人 

（ｂ）「声かけ・見守りのポイント～フレイルについて知ろう～」 

  実施日 令和４年１１月１０日（木） 

  場 所 五日市地域交流センター まほろばホール 

  対 象 ふれあい福祉委員連絡協議会五日市地区研修会 

  参加者 ６９人 

ウ 指定介護予防支援事業及び介護予防・日常生活支援総合事業（以下、総合事業）にお

ける介護予防マネジメント（第１号介護予防支援事業）の実施 

指定介護予防支援事業所として、介護保険認定者要支援１及び要支援２の方への介護

予防サービス計画書を作成し、また、総合事業の対象となった方に、介護予防サービス・

支援計画書の作成をして、自立に向けた支援を推進した。 

なお、利用者の希望により民間事業者へ委託した。 

 

区 分 

介護予防支援事業 総合事業 

直接 委託 直接 委託 

継続 新規 継続 新規 継続 新規 継続 新規 

４月 ６２ ６ ３０ ０ ３８ １ ７ ０ 

５月 ７５ ２ ２３ ０ ４０ １ ７ ０ 

６月 ７３ ３ １９ １ ４０ ４ ７ ０ 

７月 ７５ ３ ２０ ０ ４１ ７ ７ ０ 

８月 ７７ １ １９ ０ ４６ １ ６ ０ 

９月 ７７ ０ ２０ ０ ４８ ０ ６ １ 

１０月 ７５ ３ １６ ０ ４６ ２ ７ ２ 

１１月 ７６ ２ １６ ０ ４５ ２ ８ ０ 

１２月 ７６ ５ １６ １ ４５ １ ８ ０ 

１月 ７９ ２ １６ ０ ４８ ２ ７ ０ 

２月 ８２ ２ １６ ３ ４５ ０ ６ ０ 

３月 ８０ ５ １７ １ ４４ ２ ６ ０ 

合計 ９０７ ３４ ２２８ ６ ５２６ ２３ ８２ ３ 

月平均 ７６ ３ １９ １ ４４ ２ ７ ０ 

（ア）委託事業所及び件数 １４事業所 
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エ その他の事業 

（ア）あきる野市地域包括支援センター運営協議会への出席 

（イ）その他の会議・事業との連携 

市と地域包括支援センター定例連絡会 

地域包括支援センター職種別連絡会等 

   （ウ）日常生活圏域における関係機関との連携 

ａ 五日市地区民生児童委員協議会主催「迷い人捜索訓練」研修会参加 

ｂ 五日市警察署と五日市はつらつセンターとの情報交換会 

（エ）情報管理 

ａ 個人情報保護規程に基づき、利用者の個人情報保護を行った。 

ｂ ８月１８日（木）センター内職員向け個人情報保護研修の実施 

オ その他 

（ア）時間外対応件数 １０７件 

（イ）苦情処理 五日市はつらつセンター対象 ５件、他事業所対象 １０件 

（ウ）五日市はつらつセンター内災害伝言ダイヤル訓練 

（エ）係内事例検討会 １１回 

（２）認知症初期集中支援チーム事業（あきる野市からの受託事業） 

認知症初期集中支援チーム事業（あきる野市西部地域）をあきる野市から受託し、専門医

等と連携して、認知症が疑われる人や認知症の人が自立した生活を送れるよう支援を行った。 

ア 普及啓発推進事業の実施 

    市民等を対象とした地域包括支援センター講座開催時に、チラシ等を配布することに

より、周知活動を行った。 

イ 認知症初期集中支援の実施 

（ア）支援対象者数 ６人 

（イ）相談支援回数 ９８回 

（ウ）チーム員会議への出席 １１回 

（エ）終了件数 ５件 

 

２ 秋川ふれあいセンター施設管理運営事業（あきる野市からの指定管理業務）（決算 P160） 

秋川ふれあいセンターが、地域福祉活動の拠点として、快適で利用しやすい施設となるよ

う管理、運営に努め、グリーンボランティア等の協力により敷地内の花壇づくりといった美

化活動を行うとともに、法律等に基づき、センター内の機器・施設の点検、検査、保守等の

業務を実施した。 

また、施設を安全に利用していただくため、冷暖房機器や照明機器等の修理、トイレの水

漏れ修繕等を行うとともに施設環境の向上、良好な景観の維持のため、周辺道路を含めた清

掃活動、樹木の剪定等を定期的に行った。 

令和４年４月２５日から５月２２日までは、新型コロナウイルス感染拡大に係る東京都の

リバウンド警戒期間の延長に伴い、利用人数の制限等を行った。 

施設の貸出し実績 

区 分 利用件数（件） 利用人数（人） 

ふ れ あ い ホ ー ル  ２６３ １２，７４１ 

第 １ 会 議 室  ２９３ １，４５０ 

第 ２ 会 議 室  ２３２ １，１６５ 

第 ３ 会 議 室  ２４０ １，２８８ 

寿 の 間  １９７ ２，５９４ 
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備品（ピアノ・カラオケ） ２１  

合     計 １，２４６ １９，２３８ 

 

第３ その他の事業 

１ 東京都共同募金会事業 

（１）あきる野地区協力会 

東京都共同募金会あきる野地区協力会の事務局を担当し、町内会・自治会、ボーイスカ

ウト及びガールスカウト、東京都立秋留台高等学校生徒会等の協力により、赤い羽根共同

募金運動を実施した。 

 実施期間   令和４年１０月１日（土）～１０月３１日（月） 

 地区募金実績額 ２，７３５，８７０円 

（２）あきる野地区配分推せん委員会 

    あきる野地区配分推せん委員会によって市内の福祉施設、福祉団体等からの配分金交付

に関する申請を受け付け、審査を行い、その結果に基づき東京都共同募金会に地域配分等

の推薦を行った。 

    令和４年度地域配分（Ｂ配分）推薦額（１１団体１１事業）１，５３０，０００円 

２ 日本赤十字社事業 

（１）地区事業 

ア 社員（会員）増強運動 

町内会・自治会等の協力により日本赤十字社社員増強運動を実施した。 

（ア）実施期間 令和４年５月１日～５月３１日 

（イ）総  額 ３，２６７，６４１円 

イ 義援金の受付 

    あきる野市内２か所（秋川事務所、五日市事務所）に募金箱を設置し、日本赤十字

社を通じて被災地へ送金した。 

（ア）平成３０年７月豪雨災害義援金 

   受付期間 平成３０年７月１０日～令和４年６月３０日 

   受付金額 ２１，２５１円 

（イ）令和２年７月豪雨災害義援金 

   受付期間 令和２年７月７日～令和４年９月３０日 

   受付金額 ４２，５１８円 

   （ウ）令和４年３月福島県沖地震災害義援金受付 

      受付期間 令和４年３月２３日～６月３０日 

      受付金額 ３１，９５６円 

   （エ）令和４年７月大雨災害義援金 

      受付期間 令和４年８月８日～１０月３１日 

      受付金額 １，２００円 

   （オ）令和４年８月３日からの大雨災害義援金 

      受付期間 令和４年８月１２日～令和５年３月３１日 

      受付金額 ５，４８３円 

   （カ）令和４年度台風第１５号災害義援金 

      受付期間 令和４年９月２９日～１２月２８日 

      受付金額 １，７３３円 

（２）救護事業 

災害見舞い品給付事業 給付件数 ２件（火災２世帯） 
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（３）あきる野市赤十字奉仕団事務局事業 

 あきる野市赤十字奉仕団が行う、年間に渡るボランティア活動・講座・研修における事

務局を担当した。 

 ３ あきる野市遺族会事務事業（市の事業を代行） 

   市内の７支部で組織する、あきる野市遺族会の事務局として、例年、あきる野市と共催で

実施する戦没者追悼式や、国と東京都で行う戦没者追悼式の実施と参加に係る事務等を行っ

ている。令和４年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、国と東京都の戦没者追悼式

が縮小開催となり、あきる野市遺族会からの参加を見合わせた。あきる野市と共催で実施す

る戦没者追悼式は規模を縮小し、１１月２６日（土）に実施した。その他、国や東京都、東京

都遺族連合会等関係機関との連絡調整に係る事務を行った。 

４ チャリティ事業への支援 

（１）あきる野市民チャリティゴルフ大会 

    市民相互の親睦と福祉に貢献することを目的に、社会奉仕団体等を中心に実行委員会が

組織され、年２回の大会が開催され、事務局として支援した。 

ア 第５１回大会 

実施日 令和４年４月２２日（金） 

     場 所 東京五日市カントリー倶楽部 

     参加者 ２３１人 

     収益金 ６３７，３７６円 

イ 第５２回大会 

実施日 令和４年９月１３日（火） 

     場 所 立川国際カントリー倶楽部 

     参加者 １７７人 

     収益金 ４２４，２２３円 

   ウ 第５３回大会 

     第１回実行委員会 

日 時 令和４年１２月８日（木）午後７時～７時５５分 

場 所 秋川ふれあいセンター ２階 会議室 

（２）福祉バザー 

  収益金を社協に寄附し、地域福祉に寄与することを目的に、町内会・自治会、ふれあい福

祉委員会、民生・児童委員協議会等の協力により組織された実行委員会が実施した、令和４

年度福祉バザーを事務局として支援した。 

  ア 五日市会場 

  （ア）会議 

    ａ 実行委員会  日 時 令和４年８月３１日（水）午後７時～８時１５分 

             場 所 五日市地域交流センター ３階 まほろばホール 

    ｂ 売場役員会議 日 時 令和４年１０月６日（木）午後７時～８時０５分 

             場 所 五日市地域交流センター ２階 第４・５・６会議室 

  （イ）実施状況 

     日  時 令和４年１０月１５日（土）午前９時～１２時３０分 搬入・値付け 

          令和４年１０月１６日（日）午前１０時～正午    販売・片付け 

                       午後１時３０分～３時    〃 

     場  所 五日市会館 

売上金額 ５９１，７２０円 

提供点数 ２，８０５点 

協力者数 １５日 ８０人、１６日 午前４８人、午後５１人 合計１７９人 
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  イ 秋川会場 

  （ア）会議 

    ａ 実行委員会  日 時 令和４年９月１日（木）午後７時～８時４０分 

             場 所 秋川ふれあいセンター １階 ふれあいホール 

    ｂ 売場役員会議 日 時 令和４年１０月４日（火）午後７時～９時 

             場 所 秋川ふれあいセンター ２階 会議室 

  （イ）実施状況 

     日  時 令和４年１０月２２日（土）午前９時～１２時１０分 搬入・値付け 

          令和４年１０月２３日（日）午前１０時～正午    販売・片付け 

                       午後１時３０分～３時    〃 

     場  所 秋川ふれあいセンター 

売上金額 ７４１，８８７円 

提供点数 ４，０９２点 

協力者数 ２２日 ９５人、２３日 午前５９人、午後６８人 合計２２２人 


